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陣痛の波をやりすごす身体の感覚
それはどんどんこの腹が
自身を遥かに超えた宇宙の星の量感になり
皮がもう 1 ミリでも膨れようなら
風船のように破裂すると
この腹が破けてしまう！と本気で思えるほどの緊張感と
それがまるで嘘のように消えていく脱力感を繰り返す

私の身体は女体だった
他界へと誘う女の性は
そのおおらかな行為で己を空っぽにする

体外へ生み出されたものは
命なら受け継がれ
糞なら活かされる

腹をえぐって己の女体を活かしてみせろと
彼女は私に伝えた

ごとうなみ
Nami GOTO 1969~

アートと思考⑤
「10×10」～アートをめぐる学芸会論争史～

　先日、長野市の ARTSPACE FLATFILE において、『Nagano Art File 2013 
10×10』が開催された。長野にゆかりのある人たちのグループ展というこ
とで、オーナーのモリヤコージさんの「強制参加でお願いします」という
一言で、私も３作品を出品した。新聞報道によると、プロ・アマ問わず、
大人から子どもまで、500 点の作品が集まり、大変な盛況ぶりだという (1)。
　ところで、出品した作品はどうなったのか？　私は河原温と同じで、行
事には顔を出さない人間なので、町田さんという身のまわりのことは何で
も発信しなければ気が済まない奇特な人がいて、私の３作品を１人で購入
したというさらに奇特な（というか見識の立派な、笑）人がいた事実を
Facebook(2) に投稿しなかったならば、そのまま知らずに終わっていたこ
とだろう。そんな経緯もあって、ともあれ一度、会場に足を運んでみるこ
とにした。
　さて、会場に着くと、壁一面、びっしりと作品で埋まっており、中には
ずいぶんとユニークな作品もあっておどろかされた。ところで、私の作品
はどこ？　モリヤさんに尋ねると、「いや、Ｒ指定なのでこちらに置いてあ
ります」。見ると、ご丁寧に椅子の下に、それも裏返しにして絶対に見つか
らないように展示してある（笑）　これはすごい。1917 年のＮＹアンデパ
ンダンテン展におけるデュシャン便器事件に匹敵する破格の待遇だ。
ところで、オープン参加の今展については、「一歩間違えれば学芸会になる
のでは？」と危惧する声もあった。そうしたわけで、私は間違っても学芸
会では展示されないであろう作品を出品して、今展が「学芸会」的か否か
の試金石とした。結果はご覧の通りである。なお、今展には贅沢にも各賞
が設けられており、その中の一つに「池田満寿夫美術館賞」がある。実は、
池田においても長野北高校（現在の長野高校）在学中に、同様の事件が出
来した。当時、石膏デッサン主体だった北高美術班は、学校側の勧めもあっ
て、藝大の教官を講師とする講習会に参加した。そこで満寿夫は初めてヌー
ドデッサンを体験、事後の講評会でも講師から作品を激賞されたのである
が、恒例となっていた美術班の校内展示でヌードを発表しようとしたとこ
ろ、美術教師から差し止めをくらい、立腹した彼は校長に直談判に行くも、
うまく言いくるめられて断念した (3)。確かに、文化祭や校内展示でヌード
三昧をやられたら学校も困るだろう。ちなみに、そんな満寿夫の後輩にあ
たる私は、高校時代、班活の一環と称して学校の輪転機を使ってヌード画
集を印刷、担任や友人に配って歩いていた。印刷するところを世界史教諭
の白鳥さん（生徒会顧問）に見つかり、言い訳に苦慮したが、先方も校内
の風紀には無関心で「おっ、なかなかうまいなこれ。誰が描いたんだ」で
終わった。ちなみに、私は帰宅班（笑）
　さて、この「学芸会」問題、アート批評の世界にも前例がある。例えば、
川俣正が総合ディレクターを務めた『横浜トリエンナーレ 2005』について
は、高く評価する声も多かった一方、「学園祭のよう」と批判する意見も少
なくなかった。同展で、川俣は反スター・アーティスト人選の立場から、
若手や無名の作家、あるいは、ふだん美術の文脈で紹介されない作り手を
意識的に起用、市民や学生グループも参加し、人と場に関わりながら、作
家と観客の距離を無化しようと試みた。結果、複数の多くの作品が同じス
ペースに同居することになり、難波祐子は「突出した一つの作品の印象よ
りも、全体のお祭り気分を楽しむことが優先された感があることは否めな」
いと苦言を呈している。このことは、同展において、観客が個々の作品に
向き合い、思索を深めるというような鑑賞の仕方を必要とする「ニュート
ラルな「ホワイト・キューブ」の中でこそ成立する作品」が苦戦を強いら
れたことと無関係ではない。その上で、難波は、展覧会を企画することは、
意図の有無に関わらず政治的な行為であるとし、そこに生成される美術的
言説の不在こそが、同展が「学園祭」と揶揄された大きな要因であると指
摘する (4)。ともあれ、90 年代に制作の現場を圧倒するに至ったポスト・
コロニアリズムやマルチカルチュラリズムといったポストモダン的言説の
肥大化を反省しながらも、刺激的で創造的な展覧会を創出するために、企
画者はキュレートリアルな言説を拒絶してはならないというのが難波の結
論だ。
　とはいったものの、こうした評論は論理的に言えば無意味である。命題

「キュレートリアルな言説を生成する（P）ならば、刺激的で創造的な展覧
会が創出される（Q）」の真理値は、1 ／ 0 ／ 1 ／ 1 である。したがって、
前件が偽、つまり「言説を生成する」の否定であっても、「刺激的で創造的
な展覧会が創出される」可能性は残されている。これを双条件法で「Pに限っ
て Q」と拘束しない限り、彼女の言明は普遍的なものとはならないが、部
分情報しか知り得ないところでそのように断言するのは、直感的と言わざ
るを得ない。よって、このような暗に仮定的構造を含む命題において、キュ
レートリアルな言説がなされない形で開催される「学芸会」的な展覧会に
おける刺激と創造性の成就とを真理値表から排除するのは、P が真／ Q が
真であるとする言説の特権化に他ならない。もし、仮に「刺激的で創造的
な展覧会が開催されたならば、それがキュレートリアルな言説に基づくも
のである」と言明するならば、それは後件肯定の誤謬ということになろう。
その前に、命題における事実の成立／不成立を確かめる上で、「刺激」はと
もかくも、「創造的」という語の定義も必要であろうし、よりラディカルに
いえば、アートを論ずるならば、アートとは何かを範例的に明らかにしな
くてはならない。もっとも、これはほとんど全ての美術評論について言え
ることで、本稿も例外ではない。このような状況において、かつてデュシャ
ンが、ジョン・ゴールディングに対して語った言葉「アンチ・アートとい
う言葉にはいささか悩まされる。というのは、あなたは反対（アンチ）か
賛成（フォア）かという時、それは同じものの二つの面であるからだ」(5)
が問題となる。
　デリダは「物」「作品」「芸術作品」の境界設定が可能ならば、あらかじ
め芸術の本質に対する何らかの把握（前了解）が必要であると指摘する
(6)。中村八束博士はそれを芸術における「公理」と位置づける (7)。しかも、
その公理、すなわち芸術における普遍的な「定義」自体、存在するかどう
かもわからないという。「歴史に残ったものが真の芸術」というような、村
上隆流（基本的にはデュシャンによる定義の部分的踏襲）の時間不変性を
欠いた芸術の「定義」は、ここでは「公理」としての資格を欠く。それは結局、
アートという制度をめぐる政治的な、そして運の問題に過ぎないからだ。
それが出現した時点で「芸術か否か」を即座に判断できなければ、公理で
はないし、それは過去の作品にも未来の作品にも適用できるものでなくて
はならない。だとすると、そうした公理を欠いた美術評論とは何なのか？
　評論というものは、本稿のように活字となり、多かれ少なかれ、目に見
える形となって世間に流布されるものであるから、そこで取り上げられて
いる作家や作品が何か特別なものであるという印象を人々に与えるであろ
う。アート界で最も力をもつ美術記事の一つとして『ニューヨーク・タイ
ムズ』のアート・レビューがある。信濃毎日新聞の「金曜アート」同様に
毎週金曜日に掲載され、人々の注目を集めている。京都大学大学院でメディ
ア史を教える佐藤卓巳准教授は、講義に先立って「メディアという言葉を
すべて一度は広告媒体というふうに置き換えて考える習慣」(8) をつけよと
教える。メディアのもつ特権化された影響力自体が、ここでは問題とされ
るのである。批評も展覧会も、目に見える形で現前しなければ、力をもつ
ことはないだろう。逆にいえば、自説を人々に対し現前化させるプロセス
こそが、この事態の黒幕なのだ。「天才」が「アフリカの真ん中」で傑作を
描いていても誰もその絵を見ないとすれば、そんな天才はいないというこ
とになる。「とすれば、何十万という天才たち、つまり、認められ、尊敬さ
れ、栄光をものにするための術を知らなかったが故に自殺し、死んでしまい、
消えていく天才たちの存在を考えてみることもできるでしょう」「観客の介
入によって、彼は認められる。そうして、彼は後世にも名を残すことにな
るのです。この事実を無視することはできません。私は作品を見る者にも、
作品をつくる者と同じだけの重要性を与えるのです」（デュシャン）(9)。そ
の上で、デュシャンは流通過程に収まることでアートが現前化するという
村上流の解釈に不快感を表明しているのである。
　何をアートとして取り上げるのか？　展覧会や美術をめぐるあらゆる言
説は、このような状況の中で自己の解釈を特権化させるべく躍起になって
いる。『ガーディアン』紙のエイドリアン・サールは「アート批評家という
のは、自分が思ったことを口にする鑑賞者にすぎない」と語っている (10)。
このこと自体は格別に非難さるべきことではない。しかし、メディアの影
響力を考えると、その結果は深刻だ。「あるメディア制度が大規模な市場現
象を作動させる度に、それは同じく大規模な没収と検閲を行います。（…）
その才能のあれこれについてひとがどう思おうと、あるただ一人の判定者
に何らかの場所で評価・選別・新人発掘の独占が委ねられると、この人物
が文化のスーパーマーケットにおける売り上げを左右することになります。
そのとき作品は、この巨大な手鏡に映るための諸条件を満たしていない場
合には、（…）ほとんど私的な仲間内の闇夜に追いやられてしまいます」「い
わゆる「難解な」探求、イメージ通りのステレオタイプに逆らうような、
こうした形でその「平均」において表象された文化の諸規範に従順でない
ような探求は舞台から排除されます」（デリダ）(11)。
　リーディング・コレクター、トップ・ギャラリスト、キュレーター、ア
ドバイザー、批評家――これらの人々が、メディア、そしてマネーを介し
て情報のゲート・キーパーとしての権力を握り、デリダのいう「検閲」を
行なう。これはメディアの性質上、避けがたい事態といえるだろう。ただ、
これが個人のする噂話と異なるのは、現前化への求心力の違いである。アー
ティストのキャリア形成に絶大な影響力をもつ『アートフォーラム』の筆
頭オーナー、トニー・コーナーは、アーティスト、市場、トレンドのいず
れとも距離を置く良心的な批評精神のもちぬしではあるが、コーナー自身

「何を載せないかが、大きな意志表示となる」(12) と述べているように、わ
れわれは、知識人による一方的な検閲の結果を拝受しているにすぎない。
発行人の一人であるチャールズ・グアリーノ自身、最善を尽くしたとしても、
美術記事の「客観」性という言い回しには矛盾があると認めている (13)。

メディアが客観的ではないとしたら、もはや客観性という言葉はメディアの
正当性を保証するものとはなりえない。その根源において、メディアはメディ
アであるがために力をもち、信頼するに足りると見なさされているのである。
　われわれ大衆は、こうした特権的な人々の要請するコードに同一化すべき
なのだろうか？　「アートとは何か」を、一部の人々の言説に委ねておいて
よいのだろうか？　ダ・ヴィンチの頃はまだ芸術は素朴な機能と結びついて
いた。何が芸術で、何がただのモノかの区別は総じて容易であったろうが（そ
れも気持ちの悪い話だが）、「便器はアートか否か」になると話は別だ。ブラ
ンドバッグと同じく、それは現実の機能から大きく乖離した超モノである。
デュシャンの『泉』のオリジナルは紛失したが、そのレプリカの価値はフラ
ンスの裁判所によって 4 億円と算定されている。便器を美術的言説の俎上
に乗せること、それも「アフリカの真ん中」ではなく、アートの檜舞台で―
―そのためには、個々人の自由で対等な関係よりは、決められたルートを辿
り、先行する構造の中で戦うこと、つまり「商業的な文化産業とのあいだに、

（…）誠実で、しかも一分の隙もない関係を築いている」(14) と評される村
上隆のスタイルに答えを見いだそうとする人も少なくはないだろう。
村上は、社会の求める同一化の要求を一旦受け入れる。その結果、見る者の
目には、「（彼の運営する有限会社カイカイキキが）この国の悪名高い企業文
化、つまり、人を酷使する文化の典型である以上、こと日本的労働倫理に関
しては、村上は完全に保守的な人間なのだろう」（サラ・サーントン）(15)
と映る。村上の唱える労働観は、企業が労働者に対し同一化を要請する理想
的労働観と大きく相違することはないだろう。そこに「自由という名の野良
犬」は必要ない。しかし、国際規格 ISO26000「社会的責任の手引き」の発
行以降、国内でも個々の労働者の個性に見合った職場づくりの必要が説かれ
るようになり、企業側の一方的な労働観を従業員に押しつけることは、社会
的にもマズイ状況となった。だが、生産優先から人権優先を明確化した
ISO26000 を受け容れることは、「日本の今の企業の実態を考えあわせると

（…）しんどい」(16)。このような企業と労働者、組織と個人の対立に目を
つむり、なかったことにするのは現実的ではない。ワーカホリズムに関する
近年の研究では、正規雇用の男性回答者のうち、自発的に仕事に取り組む衝
動が強く、かつ仕事を楽しむ仕事享楽者の割合は 31.8％にとどまり、仕事
は楽しむが内的衝動は低い群（19.0%）、ワーカホリック（21.2％）、やる気
なし（27.9％）という結果に終わった (17)。こうなってくると、仕事をす
るのは「世のため人のため」と言われても、世とは誰の世で、人とは誰を指
すのかということになる。われわれは誰のために働き、誰のためにこの同一
化の要請に応えようとしているのか？
　労働もまた超モノ化を遂げている。供給が需要を上回る「豊かな社会」で
は、われわれは、もはや、何のために、何の必要があって眼前の労働に取り
組んでいるのか、どうしてこれ以上、人々の需要を喚起しなくてはならない
のか、説明困難な不条理に陥っている。しかし、特に世間に必要がないから
といって労働しないわけにはいかない。われわれはマネーを受け取り、（で
きれば金融機関に）貯蓄しなくてはならない。「現在のお金のシステムは、
近代工業時代の世界観から無意識のうちに私たちが引き継いでいるもの」で
あり、「時代の支配的な感情と価値観とを設計し推進する最高実力者として
ふるま」い、「また、この通貨は、使用者間で「協調」より「競争」を促進
するように設計され」ており、「工業社会の旗印である「永続的な経済成長」
を可能にした影の功労者であり、エンジン」にして、「このマネーシステム
においては個人が財産の蓄積（富の貯蓄）を奨励し、それに従わない人々は
懲らしめられるようになっている」（ベルナルド・リエター）(18) からである。
アートも必然的にマネー社会の中に位置づけられており、その中で目に見え
る形で現前化を遂げた者だけが、芸術家の名乗りを許される。この分析が正
しいとすれば、協調的というよりは競争的な、リスクを恐れない闘争心や自
己顕示欲に富む者ほど、現代アーティストとして成功する見込みがあるとい
うことになろう。進化心理学の視点からすると、これらの傾向は繁殖開始期
のオスの性淘汰的な本性をあらわしている。ところが、戦後成長とポストモ
ダン状況の進展の中で、日本は世界でも類のない男性殺人率（性淘汰的な顕
示行動の最たるもの）のおどろくべき低下を実現した。残念ながら中高年男
性の殺人率は大して下がらなかったが、若者は殺人率の低下と並行してリス
ク回避を強め、今度は内向き傾向に転じた。「若者のひけらかし行動は、ど
んな時代においても芸術や文化における創造性の源泉であり、社会革新の担
い手である」と長谷川寿一は指摘する (19)。しかし、自己顕示欲に取り憑
かれた一部のエリートが主導する「一将功成りて万骨枯る」型の階級構造は、
もはや永続困難な状況を迎えようとしている。クリントン政権に参画したロ
スコフ元アメリカ商務省国際貿易担当副次官が、グローバル・エリートたち
に「もっとも恩恵を必要としていない者に恩恵をもたらし、権力者にさらな
る力をあたえ、もっとも弱い者たちのもっとも差し迫った要求さえ無視」
(20) していると、その責を問うている現代世界の窮状が、性淘汰的な攻撃
性と独占欲の発露によるものだとすれば、そうしたものに経済・文化・芸術
といった人間的装いをこらしただけのシロモノに刺激や創造性を求めると
いった発想は考え物だ。そうなると、学芸会とハイアートのどちらが世界の
平和に貢献しているのか、ちょっと微妙な問題になってくるだろう。
　前出『アートフォーラム』のシニア・エディターのスコット・ロスコフ（美
術史家）は村上とウォーホルを比較して、前者に比べると後者は「子どもの
アルバイトか、学芸会のようなもの」「大物実業家というよりも、自由人」
(20) と論じる。ソーントンは、アート界の平等主義や民主性を否定し、そ
の優越性と排他性を指摘する (22)。そうした社会が学芸会的であることは、
今のところちょっと考えにくいだろう。また、単なる学芸会が、アートにお
けるインスティテューショナル・クリティックに影響するとか、いわゆる社
会における革新的な意義を生み出すということも考えにくい。そうした言説
を放棄するからこそ学芸会なのであるから。

したがって、アートとして成立する学芸会は単なる学芸会ではないという意
味では、論理空間内における「学芸会にしてアートなるもの」の現前は、不
可能である。だが、デリダのいうように現実のアートは「歩を進めるたびに、
事例が示されるたびに、理論的、法的、政治的、その他もろもろの巨大な発
話儀礼がなくとも、境界は「芸術作品」の「ある」と「ない」との間で、「物」
と「作品」の間で、「作品」一般と一つの「芸術作品」との間で揺れ動く」
のである。よって、今後アート／学芸会がますます学芸会／アートじみてい
く余地はいくらでも広がっている。いや、学芸会／アートですらない、無境
界の地平へと向かって、アート／学芸会自体が全方位的に解消される未来を、
むしろ私は待望している。その名づけがたい全体へと、全ての作品が回収さ
れる未来を。

ごとうなみ　Nami Goto
1969 年生まれ
美術家
高校卒業後美術を始める。
浦和造形研究所で油画を学ぶかたわら、東京立川市にある
共同アトリエでウィンドディスプレイや内装、壁画、現代美術家の作品制作にたずさわる。
研究所卒業後、美術家斎藤義重氏率いる専門学校（旧TSA）に入学。
翌年同校を中退し渡印。帰国後長野に拠点を移し発表を開始。
言葉、写真、タブロー、インスタレーションなどを表現媒体とし
県内外で個展グループ展多数。

http://nami-goto.jimdo.com
2013 秋トポス鬱間主観 参画作家

女体

(*1) 信濃毎日新聞 2013 年 7 月 25 日付朝刊記事
(*2)https://www.facebook.com/photo.php?fbid=404747979642950&set=a.40474791
2976290.1073741873.100003232549471&type=1&theater，木村仁 Facebook，2013
年 7 月 21 日投稿記事
(*3)『長野高校八十年史』長野高校八十年史刊行会〔編〕，長野高等学校同窓会，
1980，p.823-829
(*4)『ビエンナーレの現在　美術をめぐるコミュニティの可能性』所収「キュレート
リアルな言説の不在と生成」（難波祐子），株式会社青弓社，2008，p.111-149
(*5) アート・イン・コンテクスト 8『彼女の独身者たちによって裸にされた花嫁、さえも』
J.Golding〔著〕，東野芳明〔訳〕，株式会社みすず書房，1981，p.59
(*6) 近日 web で放送予定の HFN TV『中村八束 天才の思考に学べ』参照。
(*7) 叢書ウニベルシタス 590『絵画における真理　上』Jacques Derrida〔著〕，高橋允
昭・阿倍宏慈〔訳〕，法政大学出版局，1997，p.47-51
(*8) 『放送メディア研究　9』日本放送協会放送文化研究所〔編〕，丸善出版株式会社，
2012，p.241-242
(*9)『デュシャンの世界』Marcel Duchamp，Pierre Cabanne，岩佐鉄男・小林康夫，
朝日出版社，1978，p.147
(*10)(*12)(*13)(*14)(*15)(*21)(*22)『現代アートの舞台裏』Sarah Thornton〔著〕，鈴
木康雄〔訳〕，株式会社ランダムハウス講談社，2009，p.210 ／ p.212 ／ p.209 ／
p.291 ／ p.275 ／ p.290 ／ p.349
(*11) 『他の岬』Jacques Derrida〔著〕，高橋哲哉・鵜飼哲〔訳〕株式会社みすず書房，
1993，p.98-99
(*16)『企業人権同和教育ながの』第 84 号所収「企業と人権～企業に求められる人権
の視点～」田中明紘，2011，p.1
(*17)(*19)『日本の男性の心理学――もう 1 つのジェンダー問題』所収「男性の職場　
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて」（金井篤子）p.217，／「殺人動向から考
える男性心理」（長谷川寿一）p.48-50，株式会社有斐閣，2008，
(*18) 『マネー崩壊――新しいコミュニティ通貨の誕生』Bernard A. Lietaer，小林一紀，
福元初男〔訳〕，株式会社日本経済評論社，2000，p.11
(*20) 『超・階級 グローバル・パワー・エリートの実態』David Rothkopf〔著〕，河野
純治〔訳〕，株式会社光文
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服部洋介　Yousuke Hattori
1976 年　愛知県生まれ　長野市在住

文学学士（歴史学）
yhattori@helen.ocn.ne.jp

http://www.facebook.com/yousuke.hattori.14

レッドカードを宣告された本田圭佑 2013 photo by Yousuke HATTORI

photo by Nami GOTO

北澤一伯
Kazunori KITAZAWA 1949~

『遠野物語』の余白に

　『遠野物語』111。『　山口、飯豊、附馬牛の字荒川東禅寺および火渡、
青笹の字中沢ならびに土淵村の字土淵に、ともにダンノハナという地名
あり。その近傍にこれと相対して必ず蓮台野（れんだいの）という地あり。
昔は六十を超えたる老人はすべてこの蓮台野へ追い遣るの習（ならい）
ありき。老人はいたずらに死んで了（しま）うこともならぬ故に、日中
は里へ下り農作して口を糊（ぬら）したり。そのために今も山口土淵辺
にては朝（あした）に野らに出づるをハカダチといい、夕方野らより帰
ることをハカアガリというといえり。』

　私は『遠野物語』111 には実話のような実感を持つ。そこに記された
「蓮台野（れんだいの）」「ダンノハナ」と同様の場所が、「でんで」とい
う地名で私の所有地と地続きの土地に墓地として在るためだ。遠野では
棄老伝説をともなう「蓮台野」は , この世とあの世の狭間にある＜他界
＞である。マルティン・ハイデガーのいう「その死に向かって存在して
いる」ところの現存在の時間性を、空間的に疎外したと『共同幻想論』
でふれた吉本隆明は、村境の向こう側の地域に作為的に設置された＜他
界＞の在り方を農耕民の特質としている。
　たしかに空間に見える形で観念を差し出した墓制には、日本の地方の
どこにでも遍在する微差異な異文化を形成し表象している人の営みの元
型があると私は思う。「でんで」と呼ばれる墓所には、私と同郷の伊那
の人々の一生に対する見方考え方、他界観、哲学、土地の記憶、地域の
歴史、霊的な場所と情念領域についての思考が、具体的に空間にさしだ
されていると考えられる。
　『遠野物語』111 の後半は棄老伝説の記述といわれているのだが、遠
野から遠く離れた土地で、語られた内容を連想するような場面が出現し
ていることは興味深い。墓地と隣接する土地に畑仕事にきている初老の
男を偶然見る機会に恵まれた時、私はある感じ方を持ったことがあった。
その時の私は、＜今見ているのは遠野の民譚を柳田国男に語った佐々木
喜善の眼差し＞に近いのではないのかと感じたのだった。このことを、
美術関係者数人に話してみたが、だれも驚いてもくれず関心も示してく
れなかった。墓の話など縁起でもないという感じだったのだ。そして私
自身、最後まで語る気力を見失っていた。
　今年五月。母の葬儀の後、菩提寺の指示に従って七日ごとに塔婆を納
骨をすませた墓まで持っていった頃のこと。私はある眼差しの中を歩い
ている気分になった。それは、私が「蓮台野」まで歩んだ者と同じ地平
を歩んでいるという実感で、初夏の風景がどろんとした液体のような空
間に変容して見えたのだった。
　
　私の体験は、奇譚として誰かが別な誰かに伝えることができる内容だ
と思われる。しかし、洗練された表現からは限りなく遠ざかっていく、
将来の死譚のように思えてならない。

稗史（はいし）拾遺　刺客の風景 / 2013 年 6 月
古地図　公図　鉄鋼材　硝子  武州青石　アクリルケース　覗きケース台
N＋N 展　練馬区立美術館

北澤一伯　Kazunori KITAZAWA　美術家
1949年長野県伊那市生れ
1971年から作品発表。74年〈台座を失なった後、台座のかわりを、何が、するのか〉彫刻制作。
80年より農村地形と〈場所〉論をテーマにインスタレーション「囲繞地（いにょうち）」制作。
94年以後、廃屋と旧家の内部を「こころの内部」に見立てて美術空間に変える『「丘」をめぐっ
て』連作を現場制作。その他、彫刻制作の手法と理論による「脱構築」連作。２００８年１２
月、約１４年間長野県安曇市穂高にある民家に住みながら、その家の内部を「こころ内部」の
動きに従って改修することで、「こころの闇」をトランスフォームする『「丘」をめぐって』連
作「残侠の家」の制作を終了した。韓国、スペイン、ドイツ、スウェ -デン、ポーランド、ア
メリカ、で開催された展覧会企画に参加。
また、生家で体験した山林の境界や土地の権利をめぐる問題を、「境（さかい）論」として把握し、
口伝と物質化を試みて、レコンキスタ（失地奪還／全てを失った場所で、もう一度たいせつな
ものをとりもどす）プロジェクトを持続しつつ、95年 NIPAF’ 95 に参加したセルジ . ペイ（仏）
のパフォーマンスから受けた印象を展開し、03年より「セルジ . ペイ頌歌シリーズ 」を発表
している。その他「いばるな物語」連作、戦後の農村行政をモチーフにした「植林空間」など。
現在継続しているプロジェクトに「池上晃事件補遺　刺客の風景」と、『くりかえし対立する
世界で白い壁はくりかえしあらわれる「固有時と固有地」』（長野市松代大本営地下壕跡）がある。

　ジョルジョ・ヴァザーリいわく油彩の祖たるヤン・ファン・エイク。そ
のあまりにも有名な絵画の構築プロセスといえば、白く明るい平滑な面（白
亜地を施した木板［*1］）へ薄く透明な絵具を幾層にも重ねていくという
ものである。
　それまでヘゲモニーを握っていたフレスコ画には到底表現することでき
ない艶やかな色と深淵な陰影を携えた画面は、当時の人々をさぞかし驚愕
させたに違いない。しかし、媒材の存在しないフレスコ画と違い、樹脂性
媒材で練られた油絵具がもたらす表現は、光沢のある画面（濡れ色）と、
描かれたものの立体感と存在感を際立たせる繊細な陰影だけにとどまるこ
とはなかった。
　例えば、明度の高い部分は、おおよそ下地の明るさに由来する。正面か
ら侵入した光が透化性の絵具の層を通過し、下地の白さによって（まるで
ライトボックスを背にしたかの様に）折かえされ、突き上げる様に再び表
面へと現れる。この時、光は画面の最下層から、透明な絵具層の織りなす
色彩を一気に圧縮しながら、津波ごとく手前へと押し寄せて来る。
これは、建築の開口部に充てがわれた透明なガラス越しの光がもたらす「ス
テンドグラス」（先行し既に存在していた技術）的効果である（ただし単
なる模倣ではなく、垂直に積層化された色彩の混色方法に加え、文字通り
建築物の天井や壁にあらたに開口を穿つことなくそれを再現したことは、
あまりにも革新的だ）。こうして得られた色調とコントラストがファン・
エイクの絵にフレスコにはない「重厚さ」を与えている。

　しかしながら時代を経るとともに、この生産プロセスはティツィアーノ・
ヴェチェッリオをはじめとするヴェネツィア派によって覆されることと

松本直樹
Naoki MATSUMOTO 1982 ~

絵画の無意識［あまりにも具体的な技術の覚書き］

松本直樹 Naoki Matsumoto
1982 年 長野県生まれ 美術家

2007年 東京芸術大学 第七研究室 修士課程 卒業
2004-2007 年 近畿大学 国際人科学研究所 東京コミュニティ・カレッジ

四谷アート・ステュディウム 研究員
https://www.facebook.com/mtsmtnok

善光寺

かるかや堂入口

千石入口

長野駅

バスマニアによるバス研究　vol.001 長野駅→善光寺大門

参道を走るいすゞ LV218、この車両は戸隠登山用高出力車両。参道を走るバスは行き先によって
車両が異なる。戸隠へはワンステップ、ノンステップ車両では底を擦るので運用出来ないのでツー
ステップ車両が担当している。ワンステップ、ノンステップ車両は市内線の主に若槻、宇木、善
光寺大門でのみ運用になる。エンジンの音もそれぞれ異なる。戸隠線車両は高出力の V8 エンジン
仕様。観光、高速クラスのスペックである。しかしミッションはトルク重視になっているのでスピー
ドは市内線のレギュラーサイズエンジンと変わらない。長野駅から善光寺大門までこの車両に乗っ
てみる。バスを外から眺める事は多いが乗るのは久しぶりである。乗らないとバスそのものの魅
力が薄れるのは正直なところである。

長野駅よりいすゞ LV218 に乗車。久し振りに乗るバスである。
バス独特の匂いが鼻に入って来た。シートの乾いた匂いと微か
に香るエンジンの匂いである。忘れていた体感が蘇る。ギアの
機械音も聴こえる。左側最前列は前輪の真上である。運転手は
前輪より前で運転をする。コックピットが前輪より前というの
は不思議な感覚である。トラックは前輪の上にコックピットが
ある。現在長野駅はバスロータリーを改修中。なので駅前での
バス撮影を出来ない。完成すると駅前は二階構造となりる為に
バスは下側に入る予定。なので暗く以前のように撮影が今後出
来ない。長野バスターミナルで撮影するしかないようだ。駅か
ら延びる道は 4 車線である。駅発のバスが多くここを通る。ま
ずは駅からチャイムとともに発進する。リアからは力強いトル
クフルなエンジン音が床に響く。

右折後すぐに一個目の停留所、千石入口。千石
劇場という映画館、古い喫茶店他駅前の繁華街
がある場所である。ここで降りる人はいないが
乗り込む人は多い。ここは市内北西、北東へ向
かう路線が停まるバス停である。写真の通り狭
い二車線の参道、大型バスがぎりぎりの幅で走
行し始める。ギアチェンジを小刻みに行い停止、
発進を行う。車両後部より聴こえる地を這うよ
うな渇いた加速音が心地よい。

錦町の交差点。歩行者が多く横断する場所。いすゞ LV218 のフロ
ントガラスは一枚仕様、左右のサイドウインドウから些細な人の
動きが見える。通称キュービックと呼ばれる本車両ならではの眺
めである。分る人にしかわからない喜びが湧きあがる。引き続き
幅が狭い参道の為、横断歩道にて横断する歩行者が多いので右折、
左折する為に停止した乗用車を追い越すのも難しい。始めから難
航した道路環境である。ここを市内、山間部へ向かうバスが多く
運行している。路線によっては全てが狭い道を運行する場合もあ
る。錦町の交差点

いすゞ LV218 の後ろ姿。V8 エンジンのトルクの利
いた低温がリア部分から響き渡る。戸隠登山用の車
両は現在、山陽電鐡道から定期的にこのタイプが導
入されている。

アルピコ交通株式会社　長野支社　長野営業所主任の齋藤勇太さんに参道区間についてインタビュー
■長野駅から善光寺までの路線について
長野駅から善光寺大門までは一律 150 円です。歩き、ちょっと疲れたら気軽に乗れる、ペットボトルのお茶と同じ価格で快適に
過ごせます。この路線は善光寺往復便「びんずる号」をはじめとして若槻地区、宇木、戸隠、鬼無里へ向かう路線が集中する区間
です。参道での路線のバスの役割として歩行者のアシスト的なものがあります。

■長野駅から善光寺までの路線の現実、参道イベント時でのバスの利用
イベント時は路線部分が歩行者天国となります。その中で気軽に早くたどり着けるバスの走行レーンがない為迂回運行となります。迂回部分から参道
への誘導が難しいのが現状です。県外から方が新幹線から降りて折角バスに乗っても迂回路から参道へスムーズに向かえません。
■高速バスと路線バスの関係
 高速バスの売り上げと自治体の助成金によって路線バスの運用費を賄っているのが実情です。助成金は多く利用しているお年寄りにとっての交通機関
である路線バスにとって重要な役割で無くてはならないものです。近年ツアーバスでの低価格の高速バスを運行する会社が増えております。それによ
る競争を強いられる事により肝心の路線バスの運行にまでその余波は及びます。路線バス、高速バスでは快適性、安全性は常にコンディションの良い
車両で可能となります。ツアーバスは規制により日和見的に消えてしまう可能性がありますが、専門的に路線を持続するアルピコ交通では先の事も考
えての安全な運行を維持しなければなりません。その為には新型の車両は不可欠なのです。

昭和通との交差点を超え
ると道は石畳に。ここか
ら完全歩行者優先の道路
になり運転にもさらに細
かい配慮が求められる。
石畳による揺れをエアサ
スがしっかりと車両を支

える。「ごとん、ごとん」と。発進、停止が多くなり
エアー音の音も頻繁になり始める。ミシミシと石畳
を揺れながら動く。

二個目の停留所、かるかや
堂前。昭和通との交差点、
もんぜんぷらざがありト
イーゴも右に見える。この
交差点は路線車両に加えて
高速車両も走行する。道路

事情によりすれ違い、路上駐車車両をよけながら数
センチの幅をあけてスリリングな感覚が僕をしびれ
させる。

納和也
Kazuya OSAME 1971 ~

納和也 Kazuya Osame クリエイター
 1971 年埼玉県熊谷市（旧妻沼町）生まれ
オブセオルタナティブ企画コーディネーター

マツシロオルタナティブ開発スタッフ
2013 秋 トポス鬱間主観 出品作家

蝉は飛び立ちざまに小便をする。闇雲に飛んでぶつかった物にしがみ
つく。しがみつくと同時に喧しく鳴き始める。きょう初めて蝉になり
たいと思った。地上に出て喧しく鳴ける蝉は運が良い。しばらくする
と地面にカサカサ転がってしまうけれど。やり切った証である。

アルミより鉄が好きだ。重くて錆びるから好きだ。軽くて錆びないア
ルミはつまらない。

川合朋郎
Tomoro KAWAI 1976 ~

朝

川合朋郎 Tomoro Kawai 1976 年 大阪生まれ
静岡県三島市在住　画家
東京藝術大学大学院修了

tomorokawai.com
2013 年 7月アリコ・ルージュトポス高地（川合朋郎展）

TOPOS Highland Haricoit Rouge 2013
欧風家庭料理店「アリコ・ルージュ」

長野県飯綱町川上 2755 飯綱東高原 飯綱高原ゴルフコース前
phone 026-253-7551

営業時間 12時 ~20時 30分
休館・定休日 火曜

http://homepage3.nifty.com/haricot/
http://toposnet.com

洞窟を出ると決めた人／老婆
ミクストメディア / タイル　10×10 cm

マツシロオルタナティブ
東城信之助・たかはしびわ
2013 8.3 sat ‒ 9.30 mon
開館時間　9:00-5:00 / 休館日　木曜日 (祝日開館 )
於 : 池田満寿夫美術館
http://matsushiroalternative.com
共催：池田満寿夫美術館友の会

トポス高地 2013 アリコ・ルージュ http://toposnet.com
丸山玄太 9/1~9/30
前田聡子 10/1~10/31
たかはしびわ 11/1~11/30

トポス鬱間主観 depression intersubjective installation meeting
松田朕佳 ・池田久・納和也・ごとうなみ・町田哲也
2013 10/10~11/2  http://toposnet.com
Art Space FLATFILE,gallery 花蔵、gallery 豆蔵 , グレスフル芸術館 ,gallery アンデルセン
栄泉堂ビルスタジオスペース 2F, 花井裕一郎氏宅旧きのこ工場倉庫
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夕立があがってタイル張りの床には金色に輝くパゴダが反射する。エ
ンジェルが建てたんだよ、とコラットが教えてくれた。首筋にはドク
ロから羽の生えたタトゥー。何度も滑って転んでしまいそうになりな
がらも水たまりが裸足を清めタイルの床が滑らかに足裏を撫でてゆ
く。つま先から着地する僧侶の体はふわりふわりと小股に進み、私た
ちはその後に続いて歩いた。視界に入る全てのものがきらびやかな装
飾で光り輝いている。念仏の歌が体中に響き渡り、数えきれぬ程の仏
像の視線に優しく皮膚は覆われる。入り口で靴を脱いで以来、土から
遠く離れたこの場所に自然と心は静まっていた。この仏像に見覚えが
あるよ、私たち二周しているんじゃないかな。円形のパゴダのまわり
を回っているうちに出口が分からなくなってしまった。等間隔にある
ゲートの一つから飛び出してみて来た道でなかった事が初めて分か
る。靴も無いのでゴツゴツとしたアスファルトの上を早足に歩く。足
裏に突き刺さるアスファルトが天国から現実に戻ってきた事を教えて
くれる。道路に出てタクシーを拾い別のゲートへ。次のゲートには私
たちの脱ぎ残した靴があった。それらを拾うと雑音と熱臭気の固まり
の中へと一気に取り込まれたのだった。

亜熱帯気候に腐食するイギリス植民地時代のコンクリートアパートは
苔とカビに覆われ色彩を増す。雨期のヤンゴンは５分後の天気が分か
らない。突然降り出す雨に人々は馴れたようすで屋台の商品にビニー
ルシートを被せ、鍋を並べて雨水を集める。先頭を歩くノラの姿を見
失うまいと排水が混ざった水たまりの中をバシャバシャとビーチサン
ダルの足に灰色に濁った水を被りながら歩く。雨が上がると口々から
吐き出された噛みタバコ、ビンロウの赤茶色の唾液が歩道を彩る。タ
ナカパウダーを顔に塗りたくったウェイトレスにチャイを注文、托鉢
の子供の僧侶がすっと私の横に立つ。さっきの僧侶に１００チャット
いれたからあなたの分はもう無いの。１羽だけ、黄色い頭の小鳥を空
に放って九徳を積んだ。籠の残りの数十羽、お金を払う事を渋った自
分の財布は罪悪感で膨らんだ。路地を歩いているとするするとアパー
トの上階から買い物かごが下りてきた。よく見回すと紙挟みやブロッ
ク、買い物かごを縛り付けた紐がどのアパートの上階からも部屋の数
だけ垂れ下がっている。紐の先は各部屋の呼び鈴に繋がっているらし
い。こんにちは、というメモを一つの紐の先につけられたクリップに
挟んでおいた。
私はこの旅の間中ずっと彼女を他の誰かと間違えていた。初めに会っ
たとき友人の友人に似ているな、と思ってしまって以来そのまま私は
その人に会っている気がしていたのだ。そちらの人ともそんなには面
識があったわけではないので初めて会う彼女にも私が間違えている事
を気づかれずにすんだのだが、数日が過ぎ彼女の事が少しづつ分かり
始めると人違いしていた事に私自身が気づかされたのだった。
前世でレイプしたから今世でゲイなんだ、とミャンマー仏教の輪廻転
生説は因果が直接的で分かりやすい。カメはウサギになるかしら？少
しミントを入れてもらったビンロウをガリガリと噛み砕く。葉っぱの
青臭さがビンロウの種の味と混ざって次第に口内は痺れてくる。赤茶
色い唾液を足元に吐き出す。いくつものビンロウ を次々に噛み砕き
口から唾液が滴り落ちるたびに足元の大地は赤茶色の濃度を増して
いった。

松田 朕佳
Chika MATSUDA 1983~

Pagoda

松田朕佳　Matsuda Chika　1983 年生まれ　美術家　
長野市在住
ビデオ、立体造形を中心に制作。2010年にアメリカ合衆国アリゾナ大学大学院芸術科修了後、
アーティストインレジデンスをしながら制作活動をしている。
www.chikamatsuda.com
2013 秋トポス鬱間主観 参画作家

photo by Chika MATSUDA

　わが師に当たる貘先生・須藤良清は、東京美術学校（現・東京藝術大
学 ) の日本画科を川端賞をもらって卒業した、英才中の英才であった。
卒業制作｢浴後｣は天井に届くような大作で、湯上がりの女性が描かれた
画面から、さわやかな色香が匂いたつばかりの美しさであったが、学校
のお買い上げとなって収蔵庫に入ることとなった。川端賞というのは最
優秀ということであって、すでに将来の日本画壇に輝かしい足跡を残す
だろうことが、半ば約束されたようなものであった。
　けれども、貘先生が七十四歳で急逝されたときに、｢貘の会｣の事務局
長であった私は、先生の略歴を新聞各社に流さなければならない立場に
あったから、代表作をどれにするのか迷って、弟さんの良徳先生に相談
した。良徳先生は即座に「浴後」とおっしゃった。すなわち、輝かしい
将来を約束されながらも、それ以後の貘先生は、画家としては鳴かず飛
ばずの存在で生涯を終えたのである。
　大学の卒業制作が代表作ということは、しかし、弟子の誰もが冷静に
認めていることであった。処女作がすでに完成されていて、それ以後の
作品はみなヴァリエーションであるということは、あり得ないことでは
ない。あり得ることではあるが、貘先生の場合はそれとは違った。
　わが師は美校卒業以来、中央画壇とはまったくの無縁で、高校の美術
教師が下らないとは言わないけれど、山梨県の甲府という田舎町で、一
介の美術教師として生涯を閉じた。素封家として知られる家の長男で
あったから、卒業後は帰って一家を背負わねばならないというしがらみ
もあったし、その間に戦争もあって、戦車に乗った彼はオルドス高原へ
もいったには違いない。だが、それらは多少の違いはあっても誰にだっ
てあることだろうに、どうして、彼の才能が大きな光りを放つものとな
らなかったのか。才能を蝕んでしまったものはなんであったのか、私に
ははっきりと判っていながら、断定するための勇気というものがない。
　せめて、師の肩を持って弁明するならば、貘先生の才能は自身の作品
の上で輝くことはなかったけれど、多くの英才を育てて美術界へ送り出
したことにおいて群を抜いていたと言うべきであるか。かつての生徒た
ちが、いま日本中のあちこちで、画家として、あるいはデザイナーや設
計者として、また、大学や高校の教師として活躍している数は百を下ら
ない。東京藝大の教授や助教授や、愛知県立芸大、京都市立芸大の教授
に上りつめた者もあれば、イタリアのヴィエンナーレで大賞を得たイラ
ストレーターもあり、その作品の多くは、師を尻目にあちこちの美術館
に収蔵されている。
　それらが、先生の生前、一月二日の誕生日には呼ばれなくてもどこか
らともなくやってきて、座敷を二つぶち抜いた部屋で、夜っぴて酒を酌
み交わすのが毎年の習いになっていたことを見れば、貘先生がかつて彼
らの青春時代に与えた教えと、影響の大きさを思い知るに違いない。
　しかしながら、東大へ何人入った、早稲田や慶応にはこんなに合格と、

備仲臣道
Shigemichi BINNAKA  1941~

代表作

備仲臣道　Binnaka Shigemichi 1941~
韓国忠清南道大田生まれ 著述業

甲府第一高等学校卒　山梨時事新聞記者　月刊新山梨編集発行人
2006年、第 6回内田百閒文学賞優秀賞受賞

著書　『蘇る朝鮮文化』（明石書店）『高句麗残照』（批評社）『司馬遼太郎と朝鮮』（批評社）『あ
る在朝日本人の生涯』（社会批評社）『内田百閒文学散歩』（皓星社・2013年 8月）ほか 5冊。

kazenonagune@yahoo.co.jp

受験の成果のみに血道を上げている同僚たちは、毎年決まって東京藝
大やいろんな美術学校へ教え子を送り込んでいる貘先生に対し、いさ
さかの評価も敬意も与えはしなかった。伝え聞くところによると、学
校という世界では、主要科目の担当でない教師は軽く見られるところ
があって、冷遇された側としては面白くもない日々を、はすに構えて
過ごすということもあるのだという。
　貘先生には別に世をすねてということはなかったけれど、言ってみ
れば持って生まれたものが放って置いてはくれなかったのである。ほ
どほどに気障で男前の先生は、良く女性におもてになったから、どこ
かの人妻やバーの女性と割りない仲になって、口さがない人たちに艶
やかな噂の種を投げ与えたこともあったし、本来は教師が教えるべき
ではないことを手ほどきしたから、向こう岸へ踏み越してしまった美
貌の女生徒もあったらしかった。これはあくまでも噂であるが、本人
が流したのだと穿って言う弟子もあるような、そういう種類の話とし
ておこう。したがって、世間一般が教師須藤良清に貼りつけたレッテ
ルが、晴れがましいものであるわけがない。
　三十代の後半から四十歳になるころ、先生がしきりに悩んだらしかっ
たことは、一年分の給料を前借してフランスへ渡ったことからも明ら
かであった。パリのアカデミー・グラン・ショミエールという研究所で、
たちまちのうちにさらさらと描きあげてしまうムッシュ・バク・スドー
のデッサンを見て、かの地の画学生たちは例外なく舌を巻いた。けれ
ども、いつ見てさえも同じ所をがさごそしていると先生が見た画学生
たちの絵が、いったん仕上がってみると、画面が発する力というものは、
自分には及びもつかないものがあって、胸を突き上げてくるものは、
俺はいままでなにをしてきたのだろうかという一点であった。心中穏
やかではなかったはずである。
　帰国した貘先生は、もうこれからは日本画は古い──と口走るよう
に言って、キャンバスに油絵具を塗りたくった。目は異様に鋭くなっ
ていたけれど、半ばは抜け、残りは白髪となってしまった先生の頭こ
そは、彼のあせりを正直に表現していると見えた。
　そうやって、油絵に親しんだ時期を過ぎて、東京・銀座で開いた個
展によっても中央からの評価芳しくなかった先生は、晩年に至って日
本画に回帰した。しかし、その画面には、大学を出たころの作品に見
られる、暖かい春の気のような色彩や、伸びやかな線の美しさは微塵
もなく、いたずらにぎすぎすと油光りしているだけであった。
　夏の夜、いっとき暑気をなだめた雨のあとの暗い路上で、車にはね
られた先生が、そのまま帰らぬ人となったとき、かつての生徒をはじ
めとする二千の人々が彼の死を悼んだ。
　それからほど経て、先生の遺作展が開かれることになって、代表作「浴
後」の所在が問われた。東京藝大の収蔵庫にあるべきだったのに、そ
こを出た大作は、あるときを境にして所在がはっきりとしなくなって
いた。
　一九四五年の日本の敗戦で、首都は占領軍の兵に満ちあふれていた。
復員して久々に母校を訪れた貘先生に、東京美術学校の収蔵庫の管理
人が、耳打ちしてこう言った。

「アメリカさんがしょっちゅう出入りしているから、この中の作品もど
うなることやら判ったもんじゃあない。あんたのがあるなら、悪いこ
たあ言わない、いまのうちに持っていってしまいなさい」
　自分の作とはいえ、いったんは国庫のものとなった「浴後」ではあっ
たが、貘先生はためらわなかった。作品は額から外され、筒に丸めら
れて中央線に乗り、甲府の西の貘先生の生家に帰った。
　やがて、世の中が少しは落ち着いてから、その絵を額装してみたけ
れど、大き過ぎて家に置くことができない。少しばかり文芸の道に手
を染めた友人がいて、甲府では名のある温泉旅館の支配人をしている。
その人に預けられた「浴後」は、広い玄関の中央にある階段の踊り場
で客を迎えることになって、やっと本来の光りを放ちはじめた。その
ころ高校生だった私も、何度かそこで「浴後」を見ている。
　支配人が死んでのち、世の移り変わりの波に抗えず、旅館は大手の
資本に身売りすることになり、たまには皇太子も泊まるような大ホテ
ルに姿を変えた。それ以後「浴後」を見た者はいない。
　曲折の末、ホテルにあることまでは判りながらも、所有の関係が曖
昧で、二の足を踏んでいるという話であった。オーナーの代理人とい
う尊大無礼な男にやっとのことで話を通して、遺作展のために「浴後」
を借りにいった私は、ホテルの隅の薄暗い倉庫の中で、往年の名作と
久々の対面をした。「浴後」は、ぼろぼろの布にくるまれ、プラスチッ
ク製の銘々膳がびっしりと積み重ねられた奥の壁際に、埃をかぶって
寝かされていた。

なった。ファン・エイクの積層構造からなる色彩（それを可能にする下地
の段階で綿密に練られた ̶̶ただし硬直した̶̶ 構図も）は拒絶され、
暗い赤褐色の有色下地へ、薄い絵具で大胆に、かつ躍動的に粗描され（あ
るいは画面上で何度も描き直され）る。
　さらに、ファン・エイクにおいて繊細に構築された最上部の明るい部分
は、不透明な絵具で厚く盛り上げ塗りたくられた（インパストされた）の
だった。明るい下地から色彩による描写を進め、最終的に平滑な画面を作
り上げたファン・エイクとは、ある意味、真逆のプロセスを踏んでいる。
彼らが、海運国家たるヴェネツィアにおいて身近で日常的な素材である帆
布（麻布）を使ったこと、さらには木枠とそれとを組み合わせた、海辺裏
の湿度変化にも耐えうる「通気性の良い構造体」（ファン・エイクが多用
した木板は湿度で反り上がってしまう、継いだ板であればなおさらであっ
た）を使用したことも記さなければならない。文字通りの外的環境に適し
たのはもちろん、これにより板という物質感ある支持体から解放され、画
面は巨大化を遂げたのだった。
　これら破壊的とも言える革命的発想転換により、大画面にも関わらず、
彼らが短期的に絵画を仕上げられたことは想像に難くない。生産効率の良
い技法がメジャーとなるのは目に見えていた。事実、「カンヴァスに油彩

（Oil on Canvas）」という今日まで続くスタンダードの素地を整備したの
だった。

　ファン・エイクのイメージを支えた技術が「ステンドグラス」であるな
らば、木枠から画布を外し、まるめるてコンパクトに運ぶことの出来たティ
ツィアーノのそれは、当時、一般的に用いられていた「タペストリー」

［*2］であったと言えよう。
　「総合芸術」を標榜し、既存の技術体系を統合／折衷する「建築」と同じく、

「絵画」や「平面」という自明のごとき一言で言い表わされるものも、実
は「ステンドグラス」や「タペストリー」のように「工芸／応用芸術」と
いう他のジャンルへと分別されうる様々な生産プロセスが持ち込まれ、統
合／折衷されていた。このように「絵画」のもつ空間は、構造的にも技術
的にも多彩なコンテクストが絡み合い、政治的闘争が繰り広げられる場な
のである［*3］。
　おおよそ「平面」という語感から想起されうる平坦で静寂さえ感じるイ
メージはそこにはない。具体的な物質が異なる技術によって順序だてられ、
あるいは暴力的に接合された空間なのである。前述のようにティツィアー
ノは、それまで建築の壁面に文字通り一体化していたフレスコ画を、ファ
ン・エイクの体系化した油彩を通過し、「タペストリー」というモデルへ
軽やかに接合し得たかに見えた。
　しかし、その「タペストリー」へ、なかば力ずくで油彩の技術を捩じ伏
せたこれらの作品は、月日の経過とともに油絵具特有の「絵画層の透明化」
という事態、いわばインフラの反乱によって、下地の色が突出し無惨にも
画面全体を暗変させるざるを得なかった［*4］。　いうまでもなく、各々
の技術は技術ごとの、こうした特性を予め ̶̶もちろん有用性だけでは
なく限定をも̶̶ 宿命づけられている。

　ちなみに、絵画技法史において、かつてフレスコ画からヘゲモニーを奪
取した油彩画のその内に、再びフレスコ的技法を引きずり込んだのが、
19 世紀イギリスのミレイらラファエル前派であった。
フレスコ（フレスコの語源はイタリア語で「新鮮な」という意）は、水で
解いた顔料を生乾きの漆喰へ塗り、漆喰が乾燥すると顔料と分子結合を起
こし定着するという仕組みであり、他方の油彩は、樹脂の媒材で顔料が練
られ、それがゆっくりと酸化することで媒材を介し画面に顔料が定着する
仕組みである。一度、漆喰の水分が蒸発してしまうと、その上から描画す
ることは出来ない。それだから、乾かないうちに描ける範囲で下地を充填
させるという、描かれるイメージの分節とは異なる次元の分割設計 ̶̶
リテラルに身体に束縛された限定性̶̶ を強いられる。そうした意味に
おいて、油彩と違った高度な構想力と再 - 組織力が要求されるのだ。これ
が媒材を介さないフレスコの技術的特性である。
　ラファエル前派の採用した生産プロセスは、油彩にも関わらず、これと
同様の湿った白い下地が乾かぬうちに絵付けを施すというものだった。

　彼らに影響を及ぼし、北欧信仰やドイツ的感情とをイタリアの形式の上
で統合しようと試みたルーカス同盟は、ジョットやフラ・アンジェリコを
参照しつつ共同で壁画制作をしていた。主題と形式の一致、あるいは統合
を目指した ̶̶アカデミズムの指標たるラファエロよりも以前の作品が
持つプリミティヴさにそれを見出そうとした̶̶ だけではなく、フレス
コと油彩との統合というある種の「混合技法的着想」は、まさしくルーカ
ス同盟を通過し得られたものであった。さらには、七宝（クロワゾネ）の
隈取りよろしく、肉厚の輪郭を色面と色面の間に置き、相互の鮮やかな色
面が混ざり合い濁らないよう配置もしている［*5］。
　極めて繊細に組織化された技法によって獲得された画面は、当時の主流
であった褐色の有色下地を施した絵画（その下地に表面の絵具が引きずら
れ画面が褐色に染まっていた）と一線を画し、まさに七宝の如き、細かな

線に縁取られた色面と明瞭なイメージ、何より圧倒的に明るく鮮やかな色
彩表現を可能としたのだった（しかし、過剰なまでの緻密さを要求するこ
れらの技法は、それに巧みなミレイでさえも年に二作ほどしか制作出来な
かったし、ロセッティに至っては自らの主題へ重きを置くため、早々にこ
の技法を放棄したという）。
　光輝く画面を作り出したラファエル前派が、殊にファン・エイクをはじ
めとする初期ルネサンスや 15 世紀の北方美術を参照していたということ
は、あらためて言及するまでもないであろう。

*1：白亜と膠を用いて楢の木板の節目を覆い、平滑な面を作るとともに、表面を磨き
上る摩擦熱で媒材（バインダー）の膠が表面に現れ光沢を持つ。なお、白亜地が「絶
縁体」と呼ばれ、油彩の油脂分から支持体を守り、腐食を防ぐ機能を持っていたこと
を忘れてはならない。

*2：「タペストリー」は、高価（大勢の職人たちによって長い年月を掛け織上げられ、
上質のウールや絹、金銀糸を使い、貴族らのステータス）だったが、何より「壁掛け」
として、石造りの城内の暖をとるという具体的な機能を担った生活用品でもあった。
教皇レオ十世から依頼され、ティツィアーノの 5 歳年長のラファエロはタペストリー
の設計をしている。それは、システィーナ礼拝堂での儀典の際、既に存在する壁画（ミ
ケランジェロ作）の下へ飾られ、その意味を補完するため ̶̶もっといえば、後か
らつけ加えられる装飾が、既存の意味作用を組み直し、全キリスト教徒の代表者であ
るレオ十世を讃える、というもの̶̶ に使用された。なお、そのデザイン画は『ラファ
エロのカルトン』として知られている（よく語られるミケランジェロとラファエロの
軋轢と、グラウンドである壁画を、装飾であるタペストリーが飲み込んでしまうとい
う企みとの関係性は、一考に値するかも知れない）。

*3：「政治的闘争」については、画布を想起させるロープや木枠を模した枝といった「絵
画」におけるインフラをリテラルに露呈させた作品、あるいはシンプルな図をひたす
ら繰り返し、あからさまに、ナイーブで低落な単純労働的作品を製作したクロード・
ヴィアラら「シュポール／シュルファス」を想起させるかも知れない。確かにこの運
動は、1968 年の「五月革命」の気運にリンクしていた。

*4：見事インフラを調停し、ティツィアーノを今一度、ファン・エイクへと接合せし
得たのが、17 世紀フランドル派のピーテル・パウル・ルーベンスである。ルーベンス
は堅牢なグレー（無彩色）の下地と、明部の不透明な厚塗りと暗部の半透明な薄塗り
を巧みに使い分け、最後に「グラッシ（透明層）」を重ねることにより、画面全体を
融合した。

*5：ラファエル前派には、「アーツ・アンド・クラフツ（美術工芸）運動」の旗手であり、
近代デザインの父でもあるウィリアム・モリスがいたことは周知の通りだ。ルーカス
同盟が芸術（壁画制作）という共同作業を通じ宗教的共同体の形成を目論んだ（彼ら
が「ナザレ派」とも呼ばれた所以である）とすれば、モリスは「モリス商会」という
営利組織を形成することで、芸術家による共同体とその成果物による社会変革を目指
した。こうした思想的な流れは、後のバウハウスへと受け継がれることとなる。

美味しいとは何か？

一般的に 視覚 83％、聴覚 11％、嗅覚 3.5％、触覚 1.5％、味覚 1.0％の
割合で人間は美味しいと感じます。

私の、美味しいモノの定義は、100 人中 70 人が美味しいと感じるモノ
です。

1.0% の味覚の中に誰もが美味しいと感じるストライクゾーンがありま
す。 このストライクゾーンのど真ん中に投げ込める食材を調達するのが
一番を苦労致します。

ど真ん中の食材に、職人が技術を駆使し、視覚、聴覚、嗅覚、触覚を加
え ( 調理する )。

その行程すべてに気持ちを込める。尚且つ、 お客様の御要望にお応えす
る。

正直に申しますと、ど真ん中の食材じゃなく ても、それなりに美味しく
作ることは出来ます。( 論外の食材を添加物を使って美味しくし ている
のがかなり多いのは残念です。)

美味しいモノとは？

愛情だけの料理なら家庭料理には敵わない。 技術だけなら、ちまたの○
○料理。

最高に美味しいモノとは、すべての要素が揃って始めて出来上がると思
います。

料理人が、料理する時に気持ちを込めるのと 同様に、農家さんは食材を
育てる事に愛情を 注ぐのは当たり前、更に 1.0% の味覚をどう作るか ? 
そこが、実力のある農家さんか ? 一般の農家 さんか ? の違いではないで
しょうか ?

天候、気温、土壌など、自然を相手にしている本気のプロの農家さんの
仕事は半端ではな い。 それに比べると料理人はまだまだ精進が足り ない
と思います。

農家の皆様へ いつも美味しい食材を提供して頂き誠に有り難う御座いま
す。

藤田九衛門商店

追記 長々と偉そうなことを書いてすいませんでした。

藤田治
Osame FUJITA

藤田治 Osamu Fujita
藤田九衛門商店 代表
長野市東ノ門町 400-2

080-3393-3729
fujita.kuemon@gmail.com

http://fujitakuemon.wordpress.com

　今年に入りて我、内容重視の以前の我が画に比べ若干造形性に重き
を置きし「色ペンギン」なる画法に拠りて制作す。
　筆触を生かし主に原色を以て画く、読んで字の如し。
　其の筆触が整理されて縞と成りし頃より、色ペンギンは縞ペンギン

（または年輪ペンギン）と成りたり。
　縞を以てこの世の全てを画く故に、縞ペンギン也。輪郭内部にても
輪郭に沿ひて縞が画かれたる故に、年輪の様也とて年輪ペンギン也。
　地も図も共に縞にて構成さるる故に、図の形見難し。明暗の調子や
色価に拠りたる空間も無し。されど若干の空間性は有り。
　現在我、縞に如何な色を用ふべきか、縞の幅は如何様にすべきか、
全て之感覚直感当てずっぽう勘にて為したり。
　然れ共、其に多少の法則性論理性を持たせたき心持有り。
　シェーンベルクの創始したるところの十二音技法、及び其を他の音
の要素にも適用した総音列技法に其のヒント有り。
　一音階に於ける十二の全ての半音を繰返す事無く並べ、其を音列と
呼び、音列と其の逆行形、反行形、反逆行形、及び其れらの移高も用
ひて全曲を構成するもの也。
　其の音列の考へ方を色相環の色に置き換へて色列と成し、其の色列、
及び逆行、反行、反逆行、其れらの移高、を用ふれば即ち画面上の縞
を論理性を以て統御すべし。
　また、色列を縞の幅の数列と見做せば即ち縞の幅もまた論理性を以
て統御すべき事、論を待たず。
　音列技法に倣ひて色列技法と称すべきか。

たかはしびわ
Biwa TAKAHASHI 1972 ~

たかはしびわ Biwa Takahashi 画家 1972 年東京都生まれ　長野県在住
長野二紀会会員　日本ペンギン党党員
1997 武蔵野美術大学油絵学科卒業

2006.7 ～ 『週刊さくだいら』にて『さくだいら美術探訪』隔週連載
（2008年 7月から 4週に一度の掲載）
2007　信濃毎日新聞短歌欄イラスト担当

たかはしびわのページ http://takahashibiwa.web.fc2.com
2013 年 8月 3日～9月 30日 / マツシロオルタナティブ / 池田満寿夫美術館

縞ペンギンに就ひて、または色列技法に就ひて

ゆるコラージュ（制作中）　アルミホイル、ビニールひもなど、水

公園 （2013）アクリル F10 号キャンバス

ある特定の匂いが、それにまつわる記憶を呼び起こす現象を
「プルースト現象」と呼ぶようです。

それは高校生の時によくあったこと。
特に夏の終わりから秋にかけて、ちょうど今頃の季節に。

　空気の匂い。

ぬるい空気に交じった微かな匂いを感じ取ると同時に、
過去の像がはっと頭の中に浮かぶ。

その感覚が身体の中に走ると、
「来たっ！」と思っては
何故だかにやりとしたものです。

数年後にその現象に名前があることを知って、
さらに数年後には気付かぬうちに
その名前も、
その感覚すら捉えていなかったように思います。

***

フィルムで写真を撮ると、当たり前ですが
現像するまでどんな画が刻まれたのか見えません。

シャッターを押したあの瞬間から、
なんやかんやと様々な時間を経て
様々なものを見ること暫く
プリントを手にして初めて目に映る画。

「はじめまして、過去」みたいな、
「そんな光景だったのですか」と、
静かに読み解くような感覚が好きです。

馳せる。
知らなかった月日は
今日を見てきた昨日の重なりなのだと
目くるめく織り成されていくのだと

そうしたとき、
空気の匂いのような
景色の滲みのような
言葉が及ばない、
そんなものが見たい。

そうしてこの写真を撮ったとき
背景の海を越えて
あの空気の匂いと記憶に湧いた、
通学路の山道を包む空気を思いました。

田村侑子
Yukiko TAMURA 1986~

綴り
photo by Yukiko TAMURA

田村侑子　YUKIKO TAMURA
1986 年生まれ

東京生まれ、駒ケ根育ち、新潟市在住
印刷会社勤務

2009年～新潟市、NY、名古屋市にてグループ展に参加
写真と絵。

yukk_te@yahoo.co.jp
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　「主張」とはなんでしょう？「" 調和 " を乱すモノ」と捉えるから「そ
こに在ってはいけないモノ」になってしまいます。「別のカタチの " 調和
" へ変化するチャンス」が出現していると捉えるといかがでしょうか？
ドラムサークルは新しいステージへと移り変わることができます。だれ
もがドラムサークルを導くことができる、そう、出現する音はすべてキッ
カケ、活かすも殺すもファシリテーターである私次第です。

　採り上げて変化を促すこともあれば、そのままにして（決して " 無視
" ではありません！）全体における " 飾り " としておく場合もあります。
持続させることで調和状態の強化を狙う、主張してきた音はジャマでは
なく次の機会まで（←必ず後に提示します）待ってもらう、「今はその
時ではない」というメッセージを出せば案外すぐ引っ込んでくれるもの
です。そして全体は「主張（してきた音）の受け方」を、ひとりひとり
は「主張（する音）の出し方」を、探りながらいつしか学んでいきます。

　全体の演奏を止めてひとりの音に聴き入る、また全員の演奏に戻る、
ひとりの音に寄り添いそれまでとちがった場面に移ることもあれば、そ
れまで続いていた全体の流れを再現する場合もあります。受信と発信、
従属と主導、リードとフォロー、その体験をいろんなカタチで促します。
ドラムサークルの全員が「" 自分 " 対 " みんな "」を強く意識していく、
そのプロセスを繰り返しながら「主張しながらも全体を支える」エンパ
ワーメントに気づき始めることでしょう。

　ここまでくれば、私の仕事は「飽きないようにする」ことに尽きます
（前出の " 次の機会 " はここで提示することが多いです）。でも、介入を
し過ぎるとまた「" 私 " 対 " みなさん全員 "」に戻ってしまいます。あく
までも「変化を欲しがっている」兆しが感じられた時のみです。リズム
を提示したり、指揮者のように振る舞ったり、楽器を持ち替えてもらっ
たり、それができるのはここまでドラムサークルが"成長"できた時です。

　私に「どうやって楽しませてくれるの？」と期待を向けてたのがドラ
ムサークル前半、この段階では、いつしか自分からどんどん楽しみ方を
探して産みだしていくことを続けています（探し産みだすことそのもの
が楽しくてタマらなく鳴ってる状態です）。自分が全体に与える影響気
づいた時、もう「してもらう」ひとりの参加者ではなく、ドラムサーク
ルを能動的に進めていくファシリテーターになっていくのです。

　次回は、ファシリテーターがやってる「指揮者のような振る舞い」を、
クローズアップしてみましょう。一番目立つところですね。お楽しみに。

　拙文、駄文、お読みいただきありがとうございました。

塩津知広
Tomohiro SHIOTSU 1965 ~

ドラムサークルの成長

塩津知広 Tomohiro SHIOTSU 1965 年 福岡県北九州市門司区生まれ
長野県長野市在住　音楽講師
1990～音楽教室講師として活動開始
2006年～「ドラムサークルながの」発足
drumcirclenagano@gmail.com
http://hey8tsedrums.com/dcngn/

真夏の汗ばむ夜、
子供達の歯磨きが終わり、
ベッドに横になったとき、徐に６歳の長女が言った。

「大きいおじいちゃん、なんで死んだの？」
その質問に私は少しドキッとした。

今年の春に他界した曾祖父の死が、
長女の莉子の心にずっと引っかかっていたようだ。

曾祖父はこれまで、大きな病気も無かったのだが、
ちょっとした小旅行から疲れが溜まったのか肺炎に掛かり、
そのまま逝ってしまった。
老衰に近いのかもしれない。
しかしながら、約一世紀近くの人生は、大往生だったのではないだろう
か。

実をいうと私は、このような質問がいつか子供達から来るかもしれない
と思っていた。
それは私が幼い頃、同じように悩んだときがあったから。
丁度、莉子くらいの歳頃だったと思う。

山本正人
Masato YAMAMOTO 1977 ~

死について
山本正人 Masato Yamamoto 1977~

群馬大学教育学部卒　長野市在住　土木関連業務
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せ
な
が
ら
預
け
背
肉
が
緩
く
微
動
す
る
弓
曲
の
姿

勢
で
や
や
上
目
遣
い
の
眉
を
曲
げ
辺
り
の
様
子
は
見

え
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
男
の
走
り
の
中
で
数
多

繰
り
返
さ
れ
た
広
が
り
の
理
解
は
、
此
処
の
濃
密
に

充
満
す
る
介
錯
の
気
配
が
近
寄
る
香
り
と
巨
大
人
の

小
水
の
異
様
を
放
つ
泡
波
に
撫
で
ら
れ
る
膝
小
僧
と

待
ち
構
え
て
い
た
か
の
身
を
渦
状
に
巡
る
重
く
振
動

す
る
音
場
自
体
に
在
っ
た
。
見
上
げ
て
も
天
が
定
か

で
は
な
い
の
は
海
辺
に
ぽ
つ
ね
ん
生
々
し
い
山
ノ
肉

を
黒
烟
が
覆
っ
て
い
る
か
ら
だ
っ
た
が
こ
の
墨
は
自

ら
の
血
肉
毛
穴
か
ら
垂
れ
流
し
の
気
配
の
足
で
森
の

戒
め
や
ら
を
引
き
連
れ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
弁
え

た
男
は
山
ノ
肉
が
潮
に
融
け
る
時
を
待
つ
よ
う
に
瞼

を
閉
じ
る
。
光
な
ど
必
要
で
は
な
か
っ
た
。

　
絶
え
ず
走
る
よ
う
だ
っ
た
迂
路
往
き
の
峠
脇
の
森

で
も
沢
で
も
塚
で
も
村
辻
で
も
田
畑
の
中
で
も
軀
を

幾
重
に
も
影
に
し
て
素
早
く
す
れ
違
う
モ
ノ
ど
も
は

黙
っ
て
ひ
と
つ
向
こ
う
を
指
差
し
た
。
切
れ
長
の
瞼

の
隅
で
あ
ち
ら
か
と
頷
き
街
道
を
外
し
落
差
の
あ
る

尾
根
か
ら
谷
へ
谷
か
ら
尾
根
へ
落
ち
て
は
登
り
折
れ

枝
に
皮
膚
を
裂
か
れ
転
倒
し
肋
を
折
っ
た
か
も
し
れ

な
か
っ
た
。
岩
か
ら
滑
落
し
軀
を
傷
つ
け
濃
霧
に
魘

さ
れ
つ
つ
併
し
追
っ
手
を
巻
く
都
合
に
助
け
ら
れ

山
々
の
連
な
り
を
越
え
て
駆
け
下
り
、
蹴
っ
て
も
再

び
葉
の
刃
で
斬
り
つ
け
る
膝
よ
り
小
さ
な
半
獣
を
俺

の
連
れ
な
の
だ
と
い
つ
し
か
そ
れ
に
も
慣
れ
て
ま
た

蹴
り
飛
ば
し
叩
き
殺
し
、
灯
り
と
月
夜
を
避
け
光
に

は
身
を
晒
さ
ず
に
樹
の
根
元
と
草
叢
の
下
を
掘
り
あ

る
い
は
小
川
の
泥
に
顎
ま
で
沈
ん
で
蝦
蟇
の
鳴
く
真

横
で
眠
り
静
ま
り
漆
黒
の
闇
に
だ
け
す
す
む
ば
か
り

だ
っ
た
か
ら
、
時
折
山
中
に
再
び
迷
い
込
む
と
獣
の

嘲
笑
が
男
を
囲
う
あ
ま
り
に
危
う
い
路
往
き
故
に
前

後
を
失
う
眠
り
の
淵
で
幾
つ
も
の
懐
か
し
い
声
を
呼

び
込
ん
で
軀
を
休
め
た
が
そ
の
声
の
姿
形
は
薄
く
弱

く
な
っ
て
い
く
。
小
さ
な
社
の
祠
に
潜
り
隠
れ
夜
を

待
つ
夕
暮
れ
に
幼
子
を
連
れ
た
老
婆
が
覗
き
込
み
獣

の
瞳
を
見
つ
け
て
な
ま
ん
だ
と
手
を
合
わ
せ
ひ
じ
り

さ
ま
あ
と
続
け
一
度
姿
を
消
し
て
暫
く
す
る
と
今
度

は
独
り
で
握
り
飯
と
煮
付
け
た
野
菜
を
祠
の
前
に
置

き
再
び
手
を
合
わ
せ
ぶ
つ
ぶ
つ
と
家
族
の
息
災
を
祈

っ
て
か
ら
腰
を
曲
げ
て
歩
み
去
る
時
背
を
向
け
た
ま

ま
陽
の
沈
む
方
角
へ
骨
の
浮
い
た
曲
が
っ
た
指
を
示

し
た
。
地
が
平
坦
に
続
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
弱
い

響
き
が
彼
方
に
仄
か
に
浮
か
び
、
気
の
せ
い
で
あ
っ

て
も
そ
れ
を
頼
り
に
草
を
噛
み
汁
を
吸
っ
て
走
る
こ

と
を
や
め
、
ゆ
っ
く
り
と
素
足
を
地
に
這
わ
せ
る
よ

う
に
歩
む
こ
と
で
方
角
へ
の
迷
い
は
消
え
憑
き
物
ど

も
は
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
落
ち
て
い
く
。

　
暫
く
呼
吸
も
忘
れ
た
放
心
後
闇
に
慣
れ
た
わ
け
で

は
な
い
薄
墨
の
中
で
黒
い
瞳
は
軀
の
弛
緩
も
あ
っ
て

か
更
に
大
き
く
開
く
。
全
身
に
覆
い
被
さ
る
波
飛
沫

が
幾
度
か
あ
っ
て
、
貌
の
穴
か
ら
胸
へ
流
れ
込
ん
だ

荒
粒
の
塩
辛
い
も
の
を
咽
せ
返
し
背
を
丸
め
小
刻
み

に
身
を
割
っ
て
咳
き
込
む
度
に
砂
の
中
に
臑
が
沈
ん

で
い
く
。
一
旦
軀
を
放
棄
し
四
肢
を
放
り
静
ま
っ
て

か
ら
膝
は
折
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
腹
の
上
の
弛
ん
だ

帯
を
解
き
脱
い
だ
衣
ご
と
丸
め
背
後
に
放
り
投
げ
研

磨
の
材
か
と
闇
の
中
で
も
堅
牢
鋭
利
を
光
ら
せ
る
砂

を
手
に
掬
い
と
り
胸
の
大
き
く
斜
め
に
裂
け
た
傷
口

に
擦
り
込
み
新
し
い
細
い
血
の
筋
を
つ
く
る
の
だ
っ

た
。
打
ち
寄
せ
ら
れ
絡
ま
っ
た
黒
い
滑
り
の
あ
る
海

草
を
指
に
絡
め
た
ま
ま
背
か
ら
斜
め
に
走
る
痛
み
に

も
同
じ
こ
と
を
腕
の
筋
を
固
く
引
き
締
め
て
繰
り
返

す
。
こ
れ
ま
で
の
刻
印
を
場
所
の
痛
み
へ
と
変
え
ね

ば
な
ら
な
い
と
随
分
前
か
ら
知
っ
て
い
る
か
の
男
に

は
躊
躇
い
が
な
い
が
こ
の
海
音
の
渦
巻
く
砂
浜
に
は

初
め
て
辿
り
着
い
た
の
だ
っ
た
。
傷
口
の
更
に
増
し

た
痛
み
と
自
身
の
血
を
舐
る
指
先
が
促
し
砂
か
ら
掘

り
出
す
よ
う
に
固
く
硬
直
し
た
茎
性
器
を
股
か
ら
掴

み
だ
し
腰
ま
で
浸
か
っ
た
波
の
な
か
研
磨
の
砂
が
白

く
膨
れ
た
よ
う
な
皮
膚
に
刻
み
込
ま
れ
て
残
る
手
の

ひ
ら
で
そ
の
ま
ま
握
っ
て
手
首
を
動
か
す
と
途
端
に

泡
の
中
へ
背
を
駆
け
あ
が
る
余
所
者
の
激
笑
の
冷
た

さ
で
睾
丸
か
ら
の
途
切
れ
ぬ
綱
と
な
り
白
く
幾
度
も

続
け
て
鼓
動
を
貫
く
か
に
軀
を
取
り
巻
く
痛
み
の
纏

い
を
破
り
抜
け
痙
攣
を
伴
い
麻
糸
の
よ
う
な
精
が
吹

き
出
さ
れ
半
身
を
前
方
へ
屈
し
て
打
ち
寄
せ
る
泡
の

中
へ
突
っ
伏
し
た
。
波
泡
の
中
の
指
先
に
は
潰
れ
た

海
草
が
赤
白
く
残
っ
て
揺
ら
い
で
い
る
。
上
空
を
舞

う
海
鳥
の
目
は
彼
の
姿
が
腹
を
切
り
深
い
海
底
へ
沈

む
間
際
の
禿
げ
た
側
頭
に
垂
れ
た
乱
れ
髪
の
幾
重
に

も
重
な
っ
た
者
共
の
背
と
似
て
い
る
と
判
別
す
る
か

に
長
く
鳴
く
。
同
じ
格
好
の
武
者
や
漁
師
が
砂
浜
に

並
ん
で
果
て
て
い
る
。
あ
る
い
は
臍
下
の
鱗
輝
く
半

魚
女
の
胸
か
ら
は
遠
く
重
溶
液
の
果
て
に
ま
で
匂
い

届
い
た
山
肉
精
の
顫
動
を
受
け
止
め
て
未
熟
な
乳
が

吹
き
出
た
と
涎
を
隠
さ
ず
耳
を
澄
ま
す
。
彼
方
か
ら

潜
む
よ
う
に
一
点
を
目
指
し
た
飛
沫
の
舳
先
の
何
者

で
も
な
い
眼
差
し
は
近
寄
る
ご
と
に
寛
大
を
膨
ら
ま

せ
男
を
抱
き
殺
す
潔
さ
で
軀
に
向
か
っ
て
砕
け
散
り

尚
涼
し
げ
な
幾
つ
も
の
瞳
に
分
散
し
た
煌
め
き
を
闇

に
溶
か
す
。
尻
と
頭
が
逆
さ
ま
に
な
っ
た
背
骨
を
抜

か
れ
た
感
覚
の
ま
ま
胸
の
ど
こ
か
に
類
と
奇
が
延
々

並
ん
で
忍
び
堪
え
よ
う
が
な
く
な
り
何
処
か
ら
来
る

気
概
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
半
身
を
飛
沫
を
あ
げ
て
垂
直

に
バ
ネ
の
よ
う
な
勢
い
で
踊
る
よ
う
に
立
ち
上
げ
て
、

即
座
に
失
速
し
落
下
す
る
か
に
虚
脱
の
黒
砂
地
へ
す

と
ん
と
飛
び
上
が
る
前
と
同
じ
格
好
で
項
垂
れ
る
。

波
の
中
一
度
千
切
っ
た
憶
え
の
あ
る
臍
緒
が
発
光
す

る
白
い
筋
に
重
な
り
此
処
で
命
に
結
ば
れ
る
ぞ
と
肩

口
か
ら
亡
父
に
似
た
声
で
囁
か
れ
る
。
何
処
か
ら
及

ん
だ
か
わ
か
ら
ぬ
蒙
昧
な
錯
乱
を
そ
う
だ
な
と
振
り

返
ら
ず
に
応
え
交
え
肉
の
生
に
任
せ
て
か
ら
顎
を
あ

げ
人
の
瞑
っ
た
瞼
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
る
淡
く
長
く

霞
む
水
平
の
線
を
波
の
彼
方
に
一
筋
捉
え
た
。

　
邂
逅
の
動
転
が
沈
着
し
骨
や
肉
の
軋
み
が
気
泡
と

な
っ
て
景
へ
拡
散
し
時
を
も
失
う
佇
み
自
体
が
誰
の

も
の
で
も
な
い
よ
う
な
意
識
と
な
っ
た
の
は
墨
が
水

平
の
瞼
の
眺
め
の
う
ち
に
淡
く
な
り
拡
張
し
た
瞳
も

徐
々
に
そ
の
円
径
を
小
さ
な
も
の
と
し
残
り
滓
の
よ

う
な
細
い
蠢
き
の
本
能
だ
け
使
う
加
減
で
、
男
は
ふ

と
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
な
風
情
で
立
ち
上
が
り
、

波
泡
の
向
こ
う
側
の
深
み
へ
と
押
し
歩
み
軀
を
海
水

で
ゆ
っ
く
り
と
洗
い
時
折
頭
ま
で
潜
っ
て
暫
く
漂
う

に
任
せ
た
。
ま
だ
止
血
さ
れ
て
い
な
い
太
腿
の
傷
か

ら
細
く
赤
い
筋
糸
が
海
中
を
先
ほ
ど
の
白
い
筋
を
探

す
か
に
揺
れ
て
い
る
。
萎
ん
だ
睾
丸
を
片
手
で
握
る

と
い
つ
の
も
の
だ
っ
た
か
遠
く
置
き
忘
れ
た
か
の
綱

の
残
り
が
途
切
れ
ず
に
絞
り
出
さ
れ
る
。
魂
で
充
溢

し
て
い
た
骨
の
中
が
空
虚
で
漲
り
海
底
を
覗
き
み
つ

め
る
固
い
黒
砂
に
憑
依
し
た
眼
光
に
無
情
の
涙
の
よ

う
な
も
の
が
溢
れ
る
の
だ
っ
た
。
渓
谷
の
滝
壺
や
渓

流
が
交
わ
る
河
の
流
れ
の
中
に
軀
を
踊
ら
せ
た
記
憶

が
余
所
者
の
口
調
で
弱
く
鼓
膜
に
蘇
り
な
が
ら
も
こ

の
重
怠
い
潮
の
中
に
在
る
空
っ
ぽ
と
な
っ
た
軀
は
初

め
て
浮
遊
そ
の
も
の
を
体
現
し
て
い
る
の
だ
と
縫
わ

れ
た
ば
か
り
の
衣
を
羽
織
る
気
分
の
軀
に
言
い
聞
か

せ
幾
度
も
溶
液
を
飲
み
込
み
そ
の
度
に
干
せ
ず
に
咳

き
込
ん
で
吐
き
出
し
ま
た
溶
液
の
中
で
口
を
開
く
。

皮
膚
が
白
く
熔
け
て
肉
が
萎
ん
だ
袋
に
成
り
果
て
る

ほ
ど
浮
か
ん
で
い
た
の
か
知
ら
ぬ
う
ち
に
潮
に
流
さ

れ
岩
ば
か
り
の
磯
に
流
れ
立
ち
、
柔
ら
か
い
生
き
物

を
踏
み
潰
し
つ
つ
潮
か
ら
軀
を
引
き
上
げ
る
。
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
左
手
に
は
岩
の
形
の
貝
を
握
り
叩
き
割

っ
て
柔
ら
か
い
も
の
を
喉
に
流
し
入
れ
た
。
先
ほ
ど

入
水
し
た
砂
浜
ま
で
戻
り
つ
つ
黒
砂
浜
に
踵
を
沈
ま

せ
て
歩
む
人
の
形
を
あ
れ
こ
れ
迷
い
試
す
う
ち
に
爪

先
が
新
し
い
四
肢
機
能
の
活
性
を
は
じ
め
る
。
瞳
孔

の
縮
小
が
間
に
合
わ
な
い
眉
間
の
緩
い
皺
の
上
に
手

を
翳
す
と
い
き
な
り
空
が
割
れ
硬
質
な
陽
射
し
が
幾

筋
も
真
横
に
近
い
角
度
で
海
原
に
差
し
込
ま
れ
た
。

海
岸
縁
の
草
叢
に
置
い
て
あ
っ
た
麻
袋
ま
で
戻
っ
た

男
は
紐
を
解
き
捩
れ
た
腐
肉
の
残
る
骸
を
引
き
ず
り

出
し
抱
き
上
げ
て
再
び
波
の
中
へ
入
っ
て
い
く
。
途

中
喰
っ
て
し
ま
っ
た
四
肢
の
弾
力
が
歯
茎
に
残
っ
た

貝
肉
も
手
伝
い
舌
の
脇
に
わ
き
上
が
り
、
舌
か
ら
涎

が
垂
れ
凹
ん
だ
腹
が
軋
み
鳴
る
と
筋
で
繋
が
っ
た
臑

の
骨
を
引
き
千
切
っ
て
銜
え
た
が
海
水
の
塩
が
そ
れ

を
戒
め
る
よ
う
な
味
覚
を
与
え
る
の
で
噛
み
砕
く
の

を
や
め
歯
茎
か
ら
筋
を
垂
ら
し
た
ま
ま
波
の
中
へ
軀

ご
と
潜
り
途
端
に
静
ま
っ
た
泡
の
形
に
広
が
る
骸
の

長
い
毛
髪
を
胸
に
受
け
て
両
手
で
押
し
出
す
。
吐
血

を
繰
り
返
し
な
が
ら
連
れ
て
い
っ
て
と
泣
き
崩
れ
た

骸
の
声
が
聴
こ
え
た
。
自
身
の
陰
の
下
の
昏
く
透
き

通
っ
た
海
の
底
へ
白
い
腐
乱
の
骸
が
幾
度
も
踊
ら
さ

れ
る
よ
う
に
舞
い
な
が
ら
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。
海

底
の
岩
の
影
に
巻
き
付
い
て
待
っ
て
い
る
わ
け
が
な

い
の
に
白
濁
の
筋
が
繊
毛
の
よ
う
に
伸
び
て
包
む
よ

う
に
骸
に
絡
ま
っ
て
い
く
か
に
見
え
る
。
喰
わ
ず
に

残
っ
た
骸
の
左
腕
の
手
の
ひ
ら
が
蠢
き
蒼
く
揺
ら
ぐ

底
に
沈
み
な
が
ら
弱
く
海
の
彼
方
を
示
す
よ
う
に
指

を
差
す
。
ぷ
わ
あ
と
ま
る
で
い
つ
し
か
海
に
住
む
モ

ノ
の
呼
気
の
排
出
を
垂
直
に
吹
い
て
漂
い
、
海
面
に

髪
が
濡
れ
て
張
り
付
き
頭
蓋
の
形
が
浮
き
上
が
る
晒

し
首
の
よ
う
に
頭
だ
け
を
露
出
さ
せ
る
と
、
遠
い
浜

辺
の
湾
曲
の
縁
に
小
さ
く
駆
け
出
し
た
幼
子
た
ち
の

裸
体
が
幾
つ
も
光
を
受
け
て
波
の
中
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徳永雅之
Masayuki TOKUNAGA 1960~

夢日記

徳永雅之 Masayuki Tokunaga
1960~ 長崎県佐世保市生まれ 画家

1985 東京芸術大学 美術学部絵画科油画専攻 卒業
1987 東京芸術大学大学院美術研究科 (修士課程 )壁画専攻 修了

island99@mac.com
http://hotrats.sakura.ne.jp

当時の幼い私の経験は、
あまり優しいものではなかった。
母に投げかけた “死” についての返答は重く、
その夜、泣き疲れるまで泣いて、すぐには寝付けなかった記憶がある。

私は、娘のこの疑問に
しっかりと向き合わなければいけないと、
隣に横になって話した。

「おじいちゃんはね、長～く長～く生きてきて、
莉子よりも、お父さんよりもずっとずーっと長く生きて、
天国に行く、その時が来たんだよ。
莉子、人はね、誰でもそういう時が来るんだよ。」

私は考えていた。
変に誤摩化して言うよりも、
出来るだけ正直に話そうと。
それは私が当時、幼心に人生について考えたことで
今この時があると感じていたからだ。

「莉子、死ぬのやだもん」

莉子は私の胸に顔を埋めた。
私は、そんな娘の頭を撫でながら出来る限り優しく言った。

「そうだね。でも、おじいちゃんは莉子の何倍も何十倍も何百倍も
ずっとず～っと長～く生きて、
楽しかったことも沢山あっただろうし、嬉しいこともたくさんあったろ
うし、
まあ、少しは悲しいこともあっただろうけど、
それ以上に楽しいこと沢山たくさん人生を十分に生きて、そして天国に
いったんだ。
お父さんだってまだず～っと先。
だからこれからも、莉子もお父さんもお母さんもみんな、ず～っと一緒
だよ。
莉子はまだまだ沢山た～くさん楽しいこと嬉しいこといっぱいするんだ
よ。
ほら、明日お友達にお手紙渡すんでしょ？何ちゃんだっけ？」

夕飯の時に聞いていた、明日お友達と遊ぶことについて少し話した。
徐々に莉子の顔と声に喜びが戻ってきた。

私は言った。眠りにつけるように。
「莉子の遊んでるとこ、きっとおじいちゃんもお星様になって、笑って
見ているよ。」

「おじいちゃん見てるの？」

「ああ、いつもお空から、みんなのこと見ているんだよ。」

「ふ～ん。」

「だからほら、もう目を瞑って。
また明日たくさん楽しいことして遊ぶんだから。」

2002 年 4 月 17 日　「へんないきもの」

田舎道を歩いていると、道から一メートルほど低くなっている赤土の空
き地に変な生き物がいた。巨大なサンショウウオのような色と質感。手
足はあるのかないのか解らない。二匹もいる。写真を撮った。変だ。変だ。
そこに農家のおばあさんがやってきた。おばあさんは赤土の窪みを降り
ていって生き物になにやら話しかけたと思うと自分の服をめくりだした。

「私がやらにゃ、お腹をすかせるから、こうやって血をあげるのさ」僕に
向かってこう言ってる側からおばあちゃんはまとわりついた二匹の生き
物に血を吸われている。何だか見てはいけないものを見てしまったよう
な気持ちになり、そこを去った。

2002 年 10 月 23 日　「無題」

何かを探して歩いている。

2007 年 7 月 11 日　「黒い川」

暗い雨が降る日、僕は川越から車を走らせ家に帰っていた。がっちりと
した鉄の骨格をまとった橋を渡る頃には青白い街灯の光が並んでいた。
しばらく走ってから、なぜかまた川の向こうに行きたくなり、気づいた
時には川岸に近いところに立っていた。橋は無かった。びたびたと降る
大粒の雨の音は密になり、言いようの無い音の塊となって僕を囲んでい
る。目の前に流れている川は一つの街が隠れるくらいの幅になってしまっ
ていた。普段よりずっと遠くに街の灯りがこうこうとしていて、橋を飲
み込んでしまった黒い川を照らしていた。僕は飽きもせずにそれをぼん
やり見ていたが「ここにいては危ない」と自分の中の声が言ったので車
に引き返す事にした。

2008 年 8 月 26 日　「自転車」

晴れ渡った空。山の中腹に白い百合が咲いている。「この上まで自転車で
走ると凄く綺麗だよ」白い百合が道沿いにびっしり咲いている風景が目
に浮かぶ。太陽は少し傾いていてコントラストの強い影が百合を中心と
した風景をより美しく見せている。そうだった、うちには自転車が無かっ
たのだと気付く。

2012 年 5 月　「貝」

工業系の男子校生に取材をしている。かたつむりとある種の貝の違いに
ついて二人の男子が語ってくれている。それはその貝の器官を使って小
便をする時の話だ。巻き方が微妙に違うので加減を間違えるとあふれて
しまうらしい。彼らの先生も間違えて溢れさせたと学生の 1 人が言った。

2012 年 12 月　「質問」

「僕はいつもこうやって歩いてるんだけど、この歩き方で正しい？」って
誰かに聞いている夢

梅田明雄
Akio UMEDA 1957~

梅田明雄 Akio Umeda 1957 年愛知県豊田市生まれ
長野県千曲市在住
梅田版画工房主催
http://u55.jp

https://www.facebook.com/akio.umeda

ひろこさんへ

店人はよく「わかった、わかった」と言いますが、本当に「わかる」こ
とはめったにありません。
私は今までに 3 回ありました。いずれも 20 代でした。今日はそのうち
のひとつを書いてみます。
20 代の半ばに、私は小さな人形劇団に一年間いました。
何事にも無駄に正義感の強かった私は劇団の上層部に何かにつけて腹を
立てていました。今思えば不思議です。
あるとき、都内の幼稚園、保育園に公園のちらしを配るように言われま
した。渡されたリストは１千ヶ所分
一日に１，２ヶ所まわって、後は、お茶にサボっている先輩たちに腹を
立てて、「よーし！一日でまわってやろうじゃないの！」
自転車に山ほどのチラシを積んでいざ出発！！　当然、目は血走り、運
転はまるで暴走バイセコー。
…はたして！とある新聞店の店先の駐車場で、ガリガリガリーッと派で
な音とともに、大転倒してしまったのです。すり傷ひとつなかったのは、
丈夫なジーンズのおかげとしても、ふと振り返ればア”－！！何と自駐車
場のコンクリートにタイヤの跡がきれいなカーブを描いているではあり
ませんか！

「どーしよー！！とにかく、急ぐし、謝らなきゃっ！」
と、店のガラス戸を開けて「ごめん下さーい！」と声をかけました。
すると、広い板の間の真ん中、奥に向かって真っすぐ伸びた廊下の右側
奥のドアから若い奥さんが「ハーイとエプロン姿で出てきました。

「すみません！今お店の前で転んで、自転車でガガガーとやっちゃって、
コンクリートえぐれちゃったんです！すみません！」
と言って、ペコリと頭を下げました。恐る恐る頭を上げると、ポカンと
した奥さんの顔。しばし見つめ合う二人。
するとその時、まっすぐの廊下の右側奥のドアが、パッと開いて「どう
した？」と一人の男性が。この奥さんのだんあさんらしい。『わかった！』

「そうだ、この人に言わなきゃダメだったんだ」と思った私は再び「すみ
ません！今お店の前で転んで、自転車でガガガーっとやっちゃってコン
クリートえぐれちゃったんです！すみません！」といって思い切りペコ
リと頭を下げました。
さっきより長めに下げた頭をおそるおそるあげると、目に映ったのはや
はりポカンとしただんなさんの顔、と、奥さんの再びポカン顔。
と、と、と、その時、廊下のつきあたりのすりガラスの引き戸がガラガ
ラと開いたではありませんか！
そして、そのむこうから出てきたのはみごとな体格の見えるからに貫録
のある、おかみさん。眼光鋭くまっすぐに、私を見据えています。

『わかった！』「この人こそが、この店のご主人だ、この人に言わなきゃ
だめなんだ！」
そこで、私は再び「すみません！今、お店の前で転んで自転車でガガガーっ

徳武安紀子
Akiko TOKUTAKE 1955~

「わかる」ということ

徳武安紀子 Akiko Tokutake 1955 生まれ
明治学院大学卒業劇団民衆舞台所属 30才で飯綱町に転居

料理店アリコルージュ開店現在にいたる。
マリオネットオペラを主催毎年開催

欧風家庭料理アリコ・ルージュ restaurant haricot rouge

2013 年 9月～12月迄アリコ・ルージュ店内にてトポス高地（個展スタイル）
9月 丸山玄太 Genta MARUYAMA
10月 前田聡子 Satoko MAEDA 

11 月 たかはしびわ Biwa TAKAHASHI
12 月 町田哲也 Tetsuya MACHIDA

＊オンザテーブル 9 月 ~ 廣田義人 Yoshito HIROTA

長野県飯綱町川上 2755 飯綱東高原 飯綱高原ゴルフコース前
phone 026-253-7551

営業時間 12時 ~20時 30分
休館・定休日 火曜

http://homepage3.nifty.com/haricot/
http://toposnet.com

夏かしさ

夏衣子宮を描く乙女あり

大切な本は夏猫尻の下

木漏れ日を映して小さき黒の海

噴水や母若き日のワンピース

常闇の猫足下にゐる盛夏かな

明日の朝そちらの夏空が来るの

蜜豆の豆がなんだか暑苦し

夏休み計画表の美しき

朝顔の奈落にヒカリ満ちてをり

虹のように逃げないでと想うキミ

佳雫
Kada  1959～

佳雫（俳号）・ナカムラジン Jin Nakamura
1959 年 長野県生まれ　美術家・Design unit　PIVOT アートディレクター

信濃追分文化磁場「油やプロジェクト」理事
ART PROJECT 沙庭主宰
http://nakamurajin.com
info@nakamurajin.com

「世界大相圖」シルクスクリーンプリント
　　　　　　　　　　work by Jin NAKAMURA
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今日が離婚の日になることは、もうずいぶん前からの決定事項でしたが、
やはり当日の朝となると、平常心というわけにはいきませんでした。
もう、別居生活も６年近くになるので、
法律上今まで夫婦であってもずっと独身者のような暮らしで、離婚が成
立したといっても
明日から特に生活自体何も変わらないのですが , 人間とは不思議な生き
物ですね。
本日調停で合意した金額、支払い期間はひろこさんにとって、
とても充分満足のいくものではないことは重々承知しております。
しかし、私にとっては非常に大きい負担だということも理解いただける
と思います。
お約束をきちんと果たすよう最大の努力をするつもりです。
今あらめて年月を数えてみると、あなたと結婚して 27 年にもなります。

陶器で出来た初めて見る楽器は幅
15cm に満たない厚みのない箱の
ような形。白く、滑らかな表面に
は植物をあしらった意匠が施され
ている。上部には箱の幅とぴった
りの立方体が 7、8 個並んでいて
それを上に引っ張ると和音が出る。
立方体は紐かワイヤーで本体と繋
がっている。左から順に引っ張る
と有名なクラシックのフレーズが
奏でられるようになっているが あ
る順番で引っ張るとどこかの国の
民謡か、大衆歌謡の曲を奏でるこ
とが出来る。

1995 年 9 月 1 日 「変わった楽器の夢」

2013 年 4 月 1 日　「飛ぶ女の絵」

僕がノートに描いたイラスト。海面すれすれを飛ぶ女性の絵で、ページ
を何枚か使って連続したシーンを描いている。ページの端っこに最近ビー
トルズは聴かなくなったという友人の I が「ディア・プルーデンスの気
分になってるので」という言葉と、僕が描いた女性の少し後に同じよう
に飛んでいる女性が彼によって描き加えられていた。

2011 年 5 月　「バイオリン」

友人のミュージシャンＮ君の弾くバイオリンのフレーズに重ねるように
弾こうとするのだが、演奏するのは久しぶりだったのでついて行くのが
やっとだ。おまけに弦と弓にべったり付いた紺色の絵の具が照明や体温
によって粘度が増し、余計に弾きづらくなってる。後半、詰め込むよう
に倍のリズムで弾き始めたら横にいたもう一人の男が「やりすぎ」と目
と口の動きでそれを制した。

2011 年 10 月 23 日　「大学生になる」

僕は大学生になっていた。学校は全て木造の古い建物で学生数は多い。
広々とした教室に入る。古いガラス窓から町を見下ろせた。もっと近づ
いて更に下を見下ろすと朽ちた書物のような質感の不思議な形の建物が
ある。窓際に長いテーブルが１～２個分並べてあり、そこに様々な資料
と思われる本が平済みになっているのだがその全てに網がかけてある。
授業が始まると、学生達は一斉にその網を少しだけ持ち上げて中の本を
取り出した。僕もそれに習って一冊取り出してみた。授業が終わってか
ら職員の女性と立ち話をした。僕のバンドのベーシストの事を彼女は知っ
ていた。彼は世界中にファンがいる有名な詩人なのだと、それを初めて
知り驚いている僕に当然のような顔をして語った。

てやっちゃって、コンクリートえぐれ」
まで行ったとき、そうです、まさに、この瞬間！ほんの一瞬で！本当に！
心の底から！『わかった！』んです。
しっかり固まったコンクリートが自転車のタイヤや華奢なスタンドごと
きで粘土のようにえぐれるわけはない！ということが！
そうです『わかる』ことに時間はかからないのです。
言葉と言葉のミクロのような隙間で十分なのです。
私は先の台詞（もはや３回目となった同じ謝罪のセリフ）「……コンクリー
ト、えぐれ」に続けて、少しもとどこおることなく、こう続けたのです。

「……るわけないですよねェ」

胸を張って、そう言い放つ私の目に映ったのは、更にぽかんとした３人
の顔と、やがてゆっくりとうなづく旦那さんの顔。
先を急ぐ私は、詳しい説明をすることもなく

「どーもおさわがせしました」と晴れ晴れとお辞儀をして、お店を後にし
ました。
既にお分かりかとは思いますが、一回目と二回目の『わぁった！』は私
の思い込み以外の何物でもありませんが、３回目の『わかった！』は正
真正銘人生３度目の『わかる』なのでした。そして申し上げるまでもなく、
この奇跡の一瞬でわかったことは

「固まったコンクリートは、そう簡単にえぐれない」
ということだったのです。そうです。
私は人生の中でそう何度も経験できないこの大事なチャンスをコンク
リートの固さを知ることに使ってしまったのでした。

　はじめまして、握手を。
自由に、ということだったので、つらつら私のことを並べてみる。

　私の右手は、少し鈍いかもしれないらしい。これと言ってそれを感
じたことはないけれども。まだ一歳に満たない頃、出かけ先で右手を
火傷した。近くにあった小児科に、両親は血相変えて駆け込んだのだと、
いつも申し訳なさそうに語る。それはそれは、申し訳なさそうに。早
めの処置ができたので、今は跡もない。もしかすると、運動機能に影
響が、ということだったようだが。

　両親からこの話をきくと、私は小さく幸せなのだ。なぜだろう、な
ぜなのだろう。愛されていたのだなと、かんじるから？なぜだろう。

　その右手で私は、音を作って一緒に唄うし、絵を描くし、手紙を書
くし、はじめましてと握手をしたら、君と手をつないでいる。さよなら、
またねと空をなでている。

堀内彩花 Ayaka Horiuchi 1990~ うたうたい
長野県東筑摩郡朝日村出身、長野市在住

長野県短期大学 幼児教育科卒業
2013年 FLATFILE 10x10 mini concert TOPOS特別賞

PV-DVD FLATFILE にて秋発売予定
1st オリジナルアルバム制作販売中

堀内彩花 1st Demo Album / 2 枚組 CD ￥1,200

２７年前に結婚して今日離婚するまで、
ひろこさんとは正直、考え方の違うこともありましたが、
楽しい事、嬉しかった事も本当にたくさんあり、
総合的にみると素晴らしい時間だったなあと感じます。
ひろこさんが私の奥さんでいてくれたおかげだと心から感謝していま
す。
そして今、時々さみしいと感じることもありますが、
こうして大好きな仕事して、好き勝手な事をして、
とても幸せだなあと感じる時間を過ごしていられます。
これもまた、ひろこさんの存在があったからこそと思います。
人生終えるまで一緒にいられなかったのは残念ですが、
ひろこさんには、これからもっともっと幸せになって欲しいと心から
願っています。
そして、偶然どこかでばったり会った時は、笑顔で「こんにちは」を
言えたらいいなと思っています。
今まで、ありがとうございました。健康には充分気を付けて下さい。

平成 25 年 8 月 27 日　明雄

船橋小夜子 Sayoko Funabashi
クリエイター

1984 青森県八戸市生まれ
2009 桑沢デザイン研究所 卒業

モバイルサイトデザインを経て呉服店勤務
misacaramel.g1@kanto.me

窓
 船橋小夜子

Sayoko FUNABASHI 1984~

自宅のアパートはベッド付近に小さな窓があり、隣は家の壁なのだが、
横になるとちょうどその窓から空だけが見える。
晴れていると、月が顔を覗かせる。
一日の終わりに嬉しい瞬間だ。
疲れて穴だらけの頭でぼんやりと思う。キレイだな。
今日は曇りで、グレー 1 色の抽象絵画。の予定が偶然にも雲間からこ
れまたぼんやりとした月が現れた。

窓は絵画なのか、絵画は窓なのか。雪見障子って素晴らしい文化だな。
自宅にはないけれど。生活の中の美とはこういうことか。
と、ふわふわ思いながら、寝ながら鑑賞という贅沢を満喫する。

広大な空を決められたいつもの一枠で切り取る ( しかないのだが )。
動かせない絵画は、ゆったり変化するが、こちらの意思は反映されない。
カーテンやデコレーションはできても、あくまで主導権は窓である。
額縁が小さいほどその恐怖はじわじわと増幅してゆく。人が作ったも
のなのに、手を加えることができない、もどかしさにも似た怖さ。

今日も映像作品を見ながら、いつの間にか夢の中に入る。

photo by Sayoko FUNABASHI
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「好き」が生まれる場所～乳幼児の造形表現～

　今日も長男 4 歳 9 か月、早朝から工作用にとためておいた BOX から
ガラガラと空き箱やプラカップを床一面に広げ、なにやら制作中。空
き箱をトラックに見立て、もちろん蓋は扉となって開け閉めができ、
トイレットペーパーは車輪 4 つでしっかりガムテープ固定。

「いつの間にこんなに上手になった？」とメキメキと上達する長男の腕
前に驚くばかりですが、１年前は普通に市販のおもちゃ「トミカ」「プ
ラレール」を並べて大渋滞を作っており、造形表現にまでは至ってい
なかったと思います。

　中学校、高等学校の美術教員を経て、現在は小学生、幼稚園児の造
形を自宅の教室で見ています。教室に初めてやってくる子どもたち、
そして保護者のほとんどは、「家でも描いたり作ったりするのが好きみ
たいでいつも何か作っているんです。なので好きなことをもっとやら
せてあげたいなと思って来たんです。」ときっかけをお話しくださいま
す。
こうした、造形表現の描いたり作ったりすることが「好き」、というこ
とはどこから生まれてくるのか？教室にやってくる彼らの以前、赤ちゃ
んの造形表現（子ども広場このゆびとまれ）からその始まりをみてみ
たい。

隔月で開催しているこのゆびとまれの「母と子の造形」は、造形材料
との初めて出会いと親子あそびの広がりを目的として行っている。
今日は食紅で色水を作り、それをペットボトルに入れて、カラフルな
お魚を制作します。ペットボトルの中には色水以外にミラーテープを
入れたり、外側にカラーの丸いシールを貼ったりすることもできます。
A くん（男児 2 歳）が色水を作っています。「コップに水をくむ」、そ
して「ペットボトルの小さな口に注ぐ」を注意深くやっています。( 図
1) 多くはこぼしていますが、注ぐことによって中の色水が増え、自分
の行為によって変化が起きていることが分かるのか、繰り返し熱心に
最後まで注いでいます。
次に A くんはペットボトルにミラーテープを切って中に入れます。（図
2）「切る場所」を「見定めて」、ゆっくりながらしっかり切ります。お
母さんのほめる声が聞こえます。
最後に A くんは貼った○シールの上に、さらに油性マジックでグリグ
リと描きました。（図 3）描く指示は出ていなかったものの、描きたく
なったのか○シールの中に「確実に」描き入れています。
ペットボトルに入れられた沢山のミラーテープ、いろいろな色のシー
ルで飾られた表現から、A くんが用意された造形材料との出会いと関
わりを、お母さんとのあたたかな制作のなかで存分に味わい、楽しん
でいた様子が見て取れる。活動の 1 時間をひとつのことに集中する 2
歳児の姿は、小さな子にとって「もの」つまり世界との出会いがいか
に興味深く、また自身が手を使って関わることでもたらされる世界へ
の変化がいかに彼らの関心を引くものであるかと想像させる。こうし
た出会いを大人は大事に見守り、育んでいきたい。

さて、我が家の長男はというと、今度は図録を引っ張り出してデュシャ
ンの「泉」を写し描きしたいと大騒ぎしている。いろいろある作品の
中で「なぜこれ・・？」とこちらとしては朝ごはんの準備で渋々ですが、
子どもがやりたいと言っているときは「好き」を伸ばすチャンスです。
こちらとしても只今造形伸び盛りな子どもの造形をゆったり見守りた
いと思います。

桜井弥生　Yayoi Sakurai 1976~
静岡県生まれ

造形教室主宰、アーティスト
埼玉県にて中学校・高等学校教員を経て、現在NAGANO・アートチャレンジ教室を主宰。

yayuyo260@hotmail.com
http://www1.ocn.ne.jp/~atchalle/
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女性性もしくは中年についての考察 5 
「エロモンは世界を動かす」

　「フィフティ・シェイズ・オブ・グレイ」というエロ小説がある。
イギリス人のおばさんがネット小説として書いていたのが爆発的人気
を呼び、書籍化してみたら発売から3ヶ月で3000万部も売れてしまっ
た。英アマゾンに限るとハリポタシリーズを上回る史上最速の売れ行
きを記録した、超大作エロ小説だ。全 3 巻。2013 年 4 月付で電子版
も合わせると全世界で 6300 万部も売っている。にわかには信じがた
い数字である。「エロコンテンツは密やかに楽しむもの」という（私の）
常識を簡単に打ち砕いてしまった、富士山噴火級のエロパワーだ。
　ここシンガポールでも、発売から 4 ヶ月経った今でもベストセラー
トップ 10 に入っている。独自調査によると、タイムスパラゴン店の
8 月 14 日調べで第 6 位。この日付に間違いはない。娘が水疱瘡を発
症したと病院で太鼓判を押された日だからだ。2 ヶ月のホリデーとい
う想像を絶する苦行から解放され、やっと幼稚園の新学期が始まった
翌日だ。そこから復帰までさらに 12 日。約 2 週間の籠城だ。ぶつぶ
つ以外元気すぎる 4 歳児と 2 週間も家の中に閉じこもる生活を想像し
てみてほしい。どれだけ「発熱してくれ」と願ったことか。私はこの
地獄が想像できない全ての人を呪おうと思う。分からない人、端から
呪っていきますから。
　せめてもの慰みは、エロ小説を読むこととフェイスブックに娘の症
状について投稿することだった。しかし私は投稿時、「チキンポックス」
という水疱瘡の英名を「チキンポット」と書いた。英文で幼稚園に知
らせた時ですらそう書いていた。しばらく経ってから親切な誰かが公
衆の面前で指摘してくれるまで、私は「随分と美味しそうな名前だな
おい」と思い続けていた。こっそり素早く教えずに赤っ恥をかかせた
その親切女も七代末まで呪ってやる。
　ところでこのエロ小説だが、「マミーポルノ」という新しい分野を
切り開いたことでも注目されている。そう、これはもう若くはない子
持ちの女ども（つまり私）に向けた小説なのだ。サッカーママが子ど
もの練習を待つ間に読むとかいう情報を聞いたが、私もスーパーの列
に並びながら電子版を読んだ。キンドルがあればどこでどんな恥ずか
しい文章だって楽々読める。マミーの皆さん、エロ本読みたいならキ
ンドルをゲットですよ。アズスーンアズポッシブル。

　世界中のマミーが沸々とたぎらせていたエロモンを大爆発させ、世
界中の男どもを震撼させたこの小説の中身を少々紹介しよう。ダビデ
のような肢体を持った、27 才にしてアメリカ有数の富豪であり企業
家の、しかし氷のように冷たいクリスチャン・グレイという男がいる。
これが何の変哲もない女子大生であるアナスタシア・スティールに一
目惚れし、神を崇拝するがごとく熱烈に愛し始める。しかしこの男、
やっかいなことにサド性癖を持ち、彼女への愛を自分へ服従させると
いう SM の形で押し付けるから困ったもんだ、という、簡単にいうと
そういうストーリーだ。
　だがこのクリスチャン、SM という部分を除くとまさに女の夢を体
現したような男なのだ。女子大生の処女喪失から結婚後まで、全ての
セックスにおいて完璧な、それも 1 度に複数回の、毎度種類が違うオー
ガズムを与える。偉業である。その上 1 日に 5 回も 6 回もやるもんだ
から、本が 1 冊終わってもまだ 1 週間ぐらいしか時間が経過しない。
途中から肝心のエロシーンを省かなくてはならないぐらいの神がかっ
た精力を持つ神がかったテクニシャン、それがクリスチャン・グレイ
だ。ときには股間の箸休めにと、アナを大富豪ならではの冒険へ連れ
出す。グライダーやヘリコプターで空をゆき、自慢のヨットで海をゆ
く。さらにマックブックやブラックベリーから始まって果ては出版社
までアナに買い与える始末で、そのべた惚れ具合ったらない。
　そして最大の肝は「子供の頃激しい虐待を受けたせいで、心に深刻
な傷を負っている」という点だ。蓋をあければ傷だらけの子どもみた
いなクリスチャンを、大きな愛で包み込み癒やす。これはクリスチャ
ンの最愛の恋人であると同時に、母としても君臨するという意味であ
る。最強だ。
　癒してしまえば SM はただのお遊び、なのでエロのほうは実は大し
たことはない。量は多いが SM はせいぜい尻を叩いて肛門に指を 1 本
入れる程度で、マミーが妄想できる範囲に留まっている。それ以外は、

延々とイチャイチャしたり痴話喧嘩したり仲直りしたりの繰り返し。
つまりこれは、エロ入りの少女漫画であり、そこがマミーの心を鷲掴
みした所以である。中年女の浅ましいまでの強欲さをどこまでも満た
してくれるのだ。マイルドな倒錯と超絶オーガズム攻めのセックスを
する（そこには当然「大きい！」も入る）、若くて完璧で実はもろい
男に崇拝される。これが世のアラフォーの夢であることを、この本は
はからずも証明したのだった。

　クリスチャンの持つ「理想の男性像」の要件として、コミュニケー
ション能力の高さも見逃せない。主人公のアナは一貫して「彼は何を
考えているか全然分からない」というけれど、それはこの女がバカな
のであって、実際にはクリスチャンは常に自分の気持ちや行動をしつ
こいくらいアナに報告し続けるし、アナの気持ちならどんな些細なこ
とでも見逃したくない風なのだ。たまにセックスや愛以外の話になっ
ても、意外と二人の趣味は合う。しかもクリスチャンは何においても
博識だ。様々な興味深い話でもって、アナを退屈させることがない。
　話が楽しい男、私のことを余さず受け止めてくれる男。しかしアナ
はバカなのでその偉大さに一向に気づかない。小説とはいえこの大富
豪は一体なんでこんなバカ女が好きなんだろうか。目を覚ませ、クリ
スチャン！
　話を戻すと、上記一連が女にとっての「理想の男」の条件なのだ。
どこかにいるであろう、いつか巡りあってまさか自分が愛されちゃっ
たらどうしようとドキドキするような男、それがクリスチャンだ。し
かしこのことは、全てのフィクションストーリーのセオリーに当ては
めると、残念ながら、

「そんな男は世界中探しても、万が一にも存在しない」
という事実を我々に突きつけるのである。
韓流ドラマが好きな人はよくご存知と思うが、彼の国のドラマでは必
ず、男は財閥の息子であり若社長で、ハンサムで高身長だけど超オレ
サマで性格が悪い。対するは、学歴もなく容姿もぱっとしない女子。
最初は嫌い合う二人が何の因果か一緒にいることを強要され、いつし
か恋に落ちる。
　んなこと、あるわきゃねえ。
　冷静に考えればわかる。よくあるのは「そんな二人が同居せざるを
えない状況になる」だが、喧嘩するほど破綻した関係の人間が同居す
ることほどの苦行はない。仲良しだって同居すれば険悪になりかねな
いのだ。自分がリアルにその場に置かれることを考えるとぞっとする。
完璧な条件を兼ね備えた性格の悪い男に「疎まれながら」暮らすのだ。
そんなんただの罰ゲームじゃないか。

　そもそも小説というのは、現実とは逆のことを書くことになってい
る。クリスチャンが小説に出てきた時点で現実にはクリスチャンは存
在しないということだ。
　だから価値があるのだ。想像してほしい。フィフティ・シェイズ・
オブ・グレイを読んでエロモンマグマを爆発させた世界中のマミーの
なかに、一体どれほど本気でクリスチャンの登場を夢想する女がいる
だろうか。もし仮に、万が一、そんな男が存在したら、そして愛され
てしまったら、きっとその男と一緒になることを望むだろう。つまり
それは「マミーではなくなる」ということだ。めくるめく愛の世界に
子どもなど邪魔なだけだから。
　中年に差し掛かった、美人でもない平凡な女が、最高の男に愛され
たあまりに我が子を捨てて遁走するなんて、見苦しい。痛い。無責任
すぎて目も当てられないことを、まともなマミーならちゃんと分かっ
ているのだ。
　我が子を捨てた重みに耐えつつ、どんだけ性欲たぎらせてんだとい
う周囲の白い目にも耐えつつ、ぶっさいくなおばさんのくせにという
蔑みにも耐えつつ、それでも好きな男と逃げた挙句開き直れる面の皮
の厚さを持っているのは、晴美、後年に寂聴と名乗ってふてぶてしく
世に道徳を問うてみせるあの瀬戸内さんくらいしかいない。あのくら
いの「厚顔無恥」という才能がなければ成し得ないことなのだ。
　デフォルト設定のマミーは、私のように腰の座らない、どっちかと
いうと痛めのマミーでさえも、子どもを犠牲にしてまで幸せを感じる
才能はない。その先には、食用の豚より劣る人生しか待ってないこと
を、我々は直感的に知っている。だからこそ、クリスチャン・グレイ
のめくるめく性技に悶々として眠れぬ夜を過ごすことが逆説的な幸せ
なのだ。だってそんな男に出会う心配はないから。だからこそ、私達
は安心して彼に向かってたぎるマグマを注ぎ込み、次の瞬間には平然
と母親の顔に戻れるのである。
　我々には、マミーポルノが必要なのだ。

　ところで前号の終わりにさらりと書いたわたくしの年上男性との
「恋」はどうなったか？
　あっさり気持ちが萎んでしまった。それは少なからずクリスチャン
のせいである。
　誰かを好きになるとき、当然ながら女は、相手の男にクリスチャン
のような要素が少しでもあることを期待する。強い愛情で私を乞うて
くれるのでは。超絶性技の持ち主では。延々と私の話を聞いてくれる
のでは等々。
　しかし 50 代というので期待した包容力は、実際には面倒なことは
見て見ぬふりのスルー力であった。年の功で会話がうまいと思ったら、
たまに喋れば自分の自慢話か愚痴かエロトークしかしない。性におい
て相手への共感が大事だということが分かっていないことすら分かっ
ていない。オーガズムどころか迷惑この上ない無能の巨根だ。性交に
よって痩せるという友人の証言もまた妄言であった。こうなると 50
代という年齢は欠点にしかならない。そして突然、男に対して何の興
味もなくなってしまった。残るのは気の重い後始末だけだ。生身の関
係というのは、想像以上に重く、同時に想像以上に軽かった。
　しかし、クリスチャンが完璧男としてポルノファンタジーに君臨し
ているのを見ると、その期待を裏切ったこのおっさんこそまさに「普
通の男」の典型ということになる。
　男というものは女性の話を聞くのを面倒くさがり、愚痴と自慢とエ
ロトークにしか興味がなく、包容力のかけらもなくもちろん性の超絶
技巧なんて有り得ない。だからオーガズムの「ふり」が必要になる。
　もちろんこれは極端な例であるが、「地図の読めない女」的な（時
に脳科学を引き合いに出した）一般論として、女とは男にとって面倒
この上ない生き物であり、男は女から見るとしょうもない生き物なの
だ。
　結局私は恋愛感情を思い出したかっただけなのだと、妄想の完璧男
に教えられた。そしてそのおっさんへの恋心が雲散霧消したとき、不
思議なことに非常に大きな幸せを感じた。夫が前よりましな男に見え、
子どもと過ごす平凡な毎日がこの上なく大事なものに感じられた。私
はフィクションにある理想の男が現実に現れることを期待しつつ、そ
れが裏切られたことで心の平穏を得たのだった。
　エロモンが、安心安全な私の手の中に戻ってきた。
　しかし、だ。そうすると、突き上げる衝動は、どこに旅立ってしま
うのだろうか？

　ついに病院で登園許可書をゲットして、さあ明日から幼稚園に復帰
だぞと期待に胸を膨らませた日、私と娘は一風堂オーチャード店に赴
いた。そこで 30 代半ばだろうか、長身で気の利く男性日本人店員が
何かと私に気を遣ってくれた。目をやると相手と目が合う。ドラマだっ
たらここで恋が生まれるところだが、私のエロモンはというと、ラー
メン食べながら持つキンドルの向こうに注がれるばかりだった。
　今更なのだが、実はこのところ夢中になって読んでいたエロ本は

「フィフティ・シェイズ・オブ・グレイ」ではない。
　私が読んでいたのは、50 代のぽっちゃり部長と 40 代も終わりのガ
チムチガテン系オヤジの切ない恋物語だった。クリスチャンとアナよ
ろしく、この男二人もペニスの乾く暇もないほど性に溺れている。
　老け専デブ専向けゲイ雑誌「サムソン」に掲載されていた本物のゲ
イ小説群だ。BL（女性が描くゲイマンガ＆小説）なんて生ぬるいパチ
モンには目もくれず、旅立ったはずのマグマは意外なところに着地し
た。やつらはカモメのジョナサンのよろしく目的を無視して手段であ
る「エロ小説を読む行為」自体をひたすら磨くことを選び、結果サム
ソンという地平を見たのだ。
　これらの小説のなかで、主人公は偶然にも一目惚れする容姿のおじ
さんに巡りあい、仮に相手がゲイでなくてもめくるめく性技でもって
菊門を犯し、時には犯され、ペニスを触りもしないで深い深いエクス
タシーへと上り詰める。ノンケの男女が相手の「いい匂い」に反応す
るとしたら、彼らは相手の脂ぎった、加齢臭の混じったおっさん臭に
萌える。洗ってない下着、風呂にはいらない股間。なんでこれに萌え
るのか、全く理解できない。理解できないまま、なんか、煮える。
　BL においても大人気の陵辱モノは、サムソンに至ると陵辱してくる
相手が本当に、本当に気持ち悪い。近寄るのも嫌なくらい悪臭のする
相手が、ノンケの少年に強引に襲いかかって緊縛し口に大量に唾液を
流し込み小便を浴びせ自分から強姦を乞うようにまで仕向ける。そし
て信じられないことに、陵辱される方はいずれ快感に溺れるようにな
る。くさい、汚い、危険。本物のゲイ世界におけるひとつの理想形は、
懐かしの３K のなかにあった。

　サムソンの世界では、よいセックスというのはどれもある程度の陵
辱が含まれる。そんな薄気味悪い変態行為に自分たちが快感を覚え、
オーガズムの泥沼に堕ちていくことに最大の魅力があるようだ。それ
は BL で腐女子の皆様がムラムラしてしまう美しい変態行為の対極に
あるのだが、しかしこうしてみれば、変態行為に快感を見出すという
のはマミーのセックスバイブルであるフィフティ・シェイズ・オブ・
グレイも同じ。男も女も老いも若きもアブノーマルへの憧れがある。
と、決めつけておこう。あなたもあなたもそこのあなたも、みんな変
態なんですよ。

　これが現実とは真逆の世界であることを考えると、ノンケの我々が
寒々しい妥協の世界で生きるのと同じく、サムソン読者はルックスな
んて贅沢は言えず、アナルセックスは不愉快極まりなく、ノンケには
嫌われ緊縛されても興奮する前に命の危険を感じる世界に生きている
ということだ。
　エロ小説を読みながら、男も女もゲイであっても、我々は皆荒涼と
した世界に生き、夢のセックスへの憧れによって逆説的かつささやか
な幸せを得ているのだと気づいた時、深淵を覗きこんだような、神聖
な気持ちになった。そんな清い心で毎夜、おやじの恋模様にムラムラ
する。安心安全。だって私はおやじじゃないから！
　かっこいい上にこちらを見向きもしないわけでもなさそうな男を前
にしても平気でホモ小説を読んでいられる私は、まごうことなき中年
マミーである。体重の最高記録は順調に更新中だ。しばし生身の世界
を忘れて、キンドル片手に妄想の世界に溺れていよう。そうしよう。（つ
づく）

松下 幸　MATSUSHITA KOH ※ペンネーム
1972年福岡市生まれ シンガポール在住 コピーライターのようなもの
大学中退→フリーター→主婦→フリーター→会社員→フリーランス

catpaw@gmail.com
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Chika MATSUDA - Naoki MATSUMOTO - Hisashi IKEDA - Kazuya OSAME - Nami GOTO - Tetsuya MACHIDA
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gallery andersen  10,October,2013. ~ 29,October,2013

gallery Hanagura  20,October,2013 ~ 27,October,2013

Art Space FLATFILE 17,18,19,24,25,26,31,October,1,2,November,2013

Yuichiro Hanai Warehouse Space  5,6, October,2013
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アートスペースフラットファイル 10/17,18,19,24,25,26,31,11/1,2 / ギャラリー花蔵 10/20 ~ 10/27 / ギャラリー豆蔵 10/20 ~ 10/27      
栄泉堂ビルスタジオスペース 10/20 ~ 10/27 / ギャラリーアンデルセン 10/10 ~ 10/29 / 花井裕一郎氏宅倉庫  10/5,6   

グレイスフル芸術館（藤岡牧夫美術館） / 10/8 ~ 10/13

トポス鬱間主観 depression intersubjective installation meeting
インスタレーションミーティング プロジェクト

松田朕佳 ・松本直樹・池田久・納和也・ごとうなみ・町田哲也
2013 10/10~11/2  http://toposnet.com

アートスペースフラットファイル 10/17,18,19,24,25,26,31,11/1,2
ギャラリー花蔵 10/20 ~ 10/27
ギャラリー豆蔵 10/20 ~ 10/27

栄泉堂ビルスタジオスペース 10/20 ~ 10/27
ギャラリーアンデルセン 10/10 ~ 10/29 / 花井裕一郎氏宅倉庫  10/5,6

グレイスフル芸術館（藤岡牧夫美術館） / 10/8 ~ 10/13
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